
深さは P4が25cmと浅いが、 他の3本は Plが64cm、

P2が79cm、P3が72cmを測りいずれも深い。

柱穴配置は P4が大きく東側にずれる台形状をな

す。柱穴間隔は P1P2が2.49m、P2P3が2.43m、

P3P4が3.34m、P1P4が2.62mを測る。

貯蔵穴は存在しない。

カマ ドは東壁乃至南壁の設置が考慮されるが、第71

号1打国跡の壁の位置関係をみると、同住居跡カマド壁

第177図 第72号住居跡出土遺物(2)

今井川越田遺跡

左側については本1打呂跡のカマドを想定した場合、接

近し過ぎているため南壁に設置されていた可能性が大

きい。

出土士器は口縁部か外反する杯形土器を主体とする

が、体部内面に暗文を施した杯形土器もある。その他

高杯形土器、甕形土器等が出上し、土器以外に土製支

脚、編み物石 1個体が出土している。

こ こここロニ／｀／

10cm 34 

第72号住居跡出土遺物観察表

番号 器種 日 径 器高 底径 胎土 焼成 色調 残存率 出土位置 備 考

1 杯 11.8 (3.5) Bl B B 25 埋土 口縁外反、稜部ヨコナデ＋箆削り、黒斑

2 杯 13 0 (3.9) Al A B 20 埋上 口縁外傾、稜部工具ナデ＋箆削り

3 況； 14 0 (4 6) Al A B 25 埋土 日唇肥厚、稜部ヨコナデ＋箆削り

4 昇； 13.0 5 1 Al A B 30 埋土 段部ヨコナデ、稜部ヨコナデ＋箆削り、黒斑

5 杯 14.0 (3 0) E2 A A 20 埋土 口縁外傾、稜部工具ナデ＋箆削り

6 埒： (15.0) (3. 4) AE2 A A 20 埋土 ロ唇外反、段部沈線、稜部工具ナデ＋箆削り

7 坑； (14.0) (4.9) Al B B 40 埋土 口唇肥厚、稜部ヨコナデ＋箆削り

8 況； 15.1 3 4 AE2 A A 60 No. 2 口縁やや内湾、稜部ヨコナデ＋箆削り

9 :t不 14.3 4 8 ACl A E 60 埋土 ロ唇沈線肥厚、稜部工具ナデ＋箆削り、黒斑

10 況； 13.5 4 5 Al B B 90 埋土、 SJ71と接合 稜部棒状工具？ ＋箆削り、器肉厚い、黒斑

11 坑； 14.6 5.0 Al A A 60 埋土 口唇沈線、稜部ヨコナデ＋箆削り

12 杯 14.2 4 9 A2 A A 40 埋土 口縁外反、稜部ヨコナデ十箆削り

13 脚 部 (4. 6) Al A E 40 埋土 台付き甕？脚部内面黒色

14 高杯脚部 (5 8) Al A B 80 埋土 接合部器肉厚い

15 土製支脚 (3.5) (10.8) (8. 5) E2 B E 50 埋土 円錐台状、中実

16 小形甕 (13.0) (4 5) AE5 A E 10 埋土 口縁屈曲外反、頸部以下縦箆削り

17 小形甕 11.6 17 7 5 7 DE5 A B 90 No. 3 口縁外反、頸部以下縦箆削り、風化摩滅顕著

18 甕 15.2 (7 1) E5 A B 25 埋土 口縁外反、外面縦箆削り、輪梢み痕

19 甕 16.3 (6 0) A5 A B 25 埋土 口縁屈曲外反、外面縦箆削り

20 甕 (17.6) (7. 9) AE5 A B 10 埋土 ロ唇直立、外面縦、斜め箆削りによる段

21 小形甕 (14.3) (7 4) E2 A E 10 埋土、 SJ71と接合 口縁外反、頸部以下箆削り

22 壺口縁部 19.2 (6 0) AE2 A B 80 埋土 口縁外反、頸部以下横箆削り

23 丸 甕 (20.0) (8 5) E5 A E 10 埋土 口縁外反、頸部段以下横、斜め箆削り、黒斑

24 顎 (17. 9) (4 9) Al A A 10 埋土 口縁やや外反、外面縦箆削り？

25 猥 (17.2) (8 5) AE5 A B 10 埋土 口縁やや外反、外面縦箆削りによる段

26 甕底部 (3. 2) (4. 0) CD2 A E 50 埋土 小形、底面箆削り

27 甕底部 (2 8) (6 8) Al A B 25 埋土 平底、外面斜め箆削り、内面黒色
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番号 器種 口径 器高 底径 胎土 焼成 色調

28 甕底部 (3.0) 6 4 E5 B B 
29 甕底部 (3.5) 7.8 AD5 A B 
30 甕底部 (5.5) 5.2 DE5 A B 
31 甕底部 (8.4) (7.0) AE5 A A 

32 甕底部 (9.0) 6.7 A5 A B 
33 甕底部 (7.8) 6 5 A2 A A 

第74号住居跡（第164、165、167図）

本住居跡は K3L~M12グリッド付近に位置する。

第8住居跡群のうち最も大形の住居跡である。西端

部に位置し、北側は遺構空白域が存在する。

新旧関係は、本住居跡が周辺部分の全ての1±!吾跡を

切っており最も新しい。

平面形はカマド対壁が斜行する台形状で、規模は

7.97X7.93m、深さ35~40cmを測る。

主軸方位は N-10°-Wを測る。

第1層中からは多鼠の炭化物、焼土力消甜iされた。

床面はほほ平坦である。掘り方は存在せず、貼り床

も検出できなかった。床面出土遺物はカマド周辺部及

び南壁中央部下から主に出土している。編物石はカマ

ド左袖付近から、土錘がカマド対壁から集中的に出土

している。

壁はほぼ直立し、掘り込みはしっかりしている。

壁溝はカマド部分から貯蔵穴部分、及び南壁下で一

部途切れる他は全周する。全体に幅狭く、掘り込みは

しっかりしている。

柱穴は 4本で、いずれも大形の略円形で深い掘り込

みを持つ。 Plが径91X83cm、深さ55cm、P2が径89cm、

深さ70cm、P3が径99X82cm、深さ80cm、P4が径109X

84cm、深さ45cmを測る。 Pl以外の 3本は中心からずれ

て更に掘り込まれる。径は P2が径55cm、P3が径53cm、

P4が径34cmを測る。

第74号住居跡出土遺物観察表

番号 器種 ロ径 器高 底径 胎土 焼成 色調

1 況； 11.0 (3 3) Al A C 
2 況： 11.0 3.4 ADl A A 

3 :f:不 11.0 (3.3) Al A C 
4 杯 11.4 3.7 Al A E 

5 均； 11 1 3.2 Al A E 

残存率

50 

60 

70 

50 

80 

50 

残存率

25 

50 

25 

25 

90 

出土位置 備 考

埋土 やや上げ底、箆削 り

埋土 凸出底面中央やや上げ底、器肉厚い

埋土 小形平底、箆削り、器肉厚い

埋土 凸出平底、箆削り

埋土 平底、箆削り、器肉厚い

No. 3 円環技法か？

柱穴配置は床面ほぼ中央で方形をなすが、住居跡主

軸とは若干ずれている。柱穴間隔は P1P2が4.13m、

P2P3カゞ4.34m、P3P4カゞ4.37m、P1P4カゞ4.28mを測

る。

貯蔵穴はカマド右側にあり、長方形で2段に掘り込

まれる。規模は上部が1.25X O. 94m、深さ0.2m、下部

が0.78XO. 57m、深さ0.42mを測る。

カマドは北壁僅かに西よりに設置される。遺存状態

は良好である。燃焼部底面は良く焼けており、焚き口

にかけて僅かに掘り込まれる。箱形と考えられ、規模

は0.97X0.60m、深さ0.45mを測る。奥壁寄り中央部

から土製支脚が底面から浮いた状態で出土している。

燃焼部奥壁から段をなして煙道部へ移行する。

煙道部は先端部煙出し口が略円形（径43cm)の焼土

範囲として良好に残存する。底面は壁外に向かって緩

く傾斜する。規模は1.30X O. 53mを測る。

袖部は暗灰褐色粘土を主体にして構築される。カマ

ド壁は両袖部分及び燃焼部奥壁（楕円形状、径0.58X

0.45m)が僅かに掘り込まれる程度である。

須恵器は小破片で埋土中の出上である。土師器は小

形の口縁部が外反する杯形土器を主体とし、少量の内

湾する杯形土器、高杯形土器、甕形土器等が出士して

いる。その他やや大形の土錘8個体、貝巣穴痕泥岩が

8個体（総重量13.2g)出土している。編物石は大形

のものと小形のもの合計3冽固体が出土している。

出土位置 備 考

埋土 段部ヨコナデ、稜部ヨコナデ＋箆削り

埋土 器肉厚い、稜部ヨコナデ＋箆削り

埋土 ロ唇肥厚段部ヨコナデ稜部棒状工具＋箆削り

埋土 口縁外反、稜部ヨコナデ十箆削り

No.102 ロ唇やや肥厚、稜部ヨコナデ＋箆削り
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第178図第74号住居跡(I)
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第179図 第74号住居跡（2)、第167• 168号住居跡
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焼土粒少量、炭化物少罷
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粘性強
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今井川越田遺跡

第180図 第74号住居跡出土遺物(I)
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第181図 第74号住居跡出土遺物(2)
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番号 器種 口径 器裔 底径 胎土 焼成 色調 残存率 出土位置 備 考

7 杯 11 5 3.5 Al A E 90 No.101 ロ唇肥厚、稜部棒状工具＋箆削り

8 杯 11 2 3.4 Al A C 90 埋土 口縁屈折外反、稜部工具ナデ＋箆削り

9 杯 11.0 3.0 Al A B 50 埋土 口縁外反、稜部ヨコナデ＋箆削り

10 杯 10 7 3.6 A2 A B 95 No.103+ 104 日縁直立、稜部ヨコナデ（含未調）＋箆削り

11 杯 11.0 3.4 A5 A B 80 No.100 日縁直立、稜部ヨコナデ＋箆削り

12 杯 11.0 4.1 ACl A B 80 埋土 口唇やや肥厚、稜部ヨコナデ＋箆削り、黒斑

13 杯 11 1 3.6 Al A C 95 No.104 日唇肥厚、稜部ヨコナデ＋箆削り

14 杯 11. 9 3.3 Al A C 80 埋土 口縁やや外反、稜部棒状工具＋箆削り

15 杯 11 5 3.5 Al A B 80 埋士 日唇肥厚、稜部ヨコナデ＋箆削り

16 杯 11 8 3.4 Al A C 90 No. 5 ロ唇やや肥厚、稜部棒状工具＋箆削り

17 杯 14 1 4.9 A2 A C 100 カマド十No.l 日唇外反やや肥厚、稜部ヨコナデ＋箆削り

18 杯 13 0 (4. 7) Al A C 25 埋土 日唇直立、稜部ヨコナデ＋箆削り、器肉厚い

19 杯 (16.0) (4.3) Al A C 20 埋土 口縁短く直立、稜部ヨコナデ＋箆削り

20 杯 (14 0) 4.9 A2 A C 20 埋土 口縁短く直立、稜部ヨコナデ＋箆削り

21 杯 8 0 (4. 7) ADl A B 20 埋土 口縁外反、段部指頭ナデ

22 高江脚部 (5.2) 9.0 DEl A B 50 埋土 裾部短い、器肉厚い

23 甑底部 (4. 9) 5.6 Al A B 50 埋土 砂質、単孔、外面箆削り、輪積み痕

24 甑底部 (2.5) 8.0 AE4 B B 25 埋土 小孔 5、器肉厚い、黒斑

25 丸 甕 14.3 (4.3) C 2 A E 25 埋土 口縁やや外反、段部沈線、頸部横箆削り
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番号 器 種 ロ径 器 高 底径 胎土 焼成 色調 残存率

26 丸 甕 14.8 (6 1) DE2 A A 20 

27 甕 16.8 (4 7) D 2 A A 25 

28 甕 21.0 (4.0) AE2 A E 25 

29 甕 (21.1) (4.5) ACl B E 20 

30 甕底部 (1, 3) 4.6 E5 A B 70 

31 甕 底部 (1.4) 4.8 C 1 A B 70 

32 甕 19.0 (8.4) CE2 B C 20 

33 甕 23.1 (8.3) C 2 A E 25 

34 須恵ハソウ Dl A H 30 

35 土製支脚 (12.9) 8.5 Al B E 80 

36 土製支脚 20.8 11.2 Al B E 90 

38 土 錘 長径(4.1)X最大径l.25X孔径0.5(cm)、重絨5.5g 

39 土 錘 長径(8.0)X最大径2.2X孔径0.6(cm）、 重贔27.4g 

40 土 錘 長径(8.0)X最大径2.25X孔径0.55(cm）、重星30g 

41 土 錘 長径（7.9)X最大径2.25X孔径0.5(cm)、重塁34.9 g 

42 土 錘 長径(7.9)X最大径2.05X孔径0.5(cm)、重最29.3g 

43 ± 錘 長径(8.7)X最大径2.2X孔径0.6(cm）、 重址35.9g 

44 土 錘 長径(86) X最大径2.0X孔径0.45(cm)、重量33g 

45 土 錘 長径(97) X最大径23X孔径0.6(cm)、重量32.7 g 

第167号住居跡（第179、182図）

本住居跡は K3M12グリッド付近に位置する。

第8住居跡群に属し、第74号1柑因跡床面下で検出さ

れた。したがって同1打吾跡よりも本住居跡が古い。そ

の他の新旧関係は、重複が著しく不明瞭である。

平面形は南半部が不明確であるが、方形乃至長方形

と考えられる。規模は現状で4.52X2. 78m、深さ 5cm 

程度である。

住居跡の長軸方位は N-81°-Eを測る。

床面はほぼ平坦である。掘り方は存在せず、貼り床

も検出できなかった。

床面出士遺物は貯蔵穴及びその周辺部に集中し、貯

蔵穴内から完形乃至完形に近い杯形土器が入れ子状態

で出土している。

壁は残存部分ではほぼ直立する。

第167号住居跡出土遺物観察表

番号 器種 ロ径 器高 底径 胎上 焼成 色調

1 況： 13.2 4 8 Al A B 

2 況； 11.4 4 3 Al A B 

3 坪 13.8 4.5 Cl A F 

4 杯 13.7 4.4 Cl A F 

5 杯 14.0 4 5 Cl A F 

6 鉢 17.4 11 4 DE5 A B 

7 甕 (28 5) (6 3) AE5 A B 

8 甕底部 (2.8) (7 0) ACl A A 

残存率

30 

100 

90 

100 

100 

80 

40 

60 

今井川越田遺跡

出土位置 備 考

埋土 日縁外反、 頸部横箆削り

埋土 口縁肥厚外反、頸部横箆削り

No. 2 口縁肥厚外折、頸部縦箆削り痕

埋土 口縁肥厚屈折、頸部斜め箆削 り痕

埋土 やや上げ底、円環技法か？底面木葉痕

埋土 やや上げ底、 底面木葉痕

埋土 日縁外反、 頸部斜め箆削り痕

埋土 口縁肥厚屈折、頸部斜め箆削り痕

埋土 ロクロ左回転

No. 4 円錐台状、中実

カマ ド十No.3 円錐台状、中実

壁溝は現状では全周する。全体に幅狭く、槻り込み

はしっかりしている。遺存状態が悪く詳細は不明であ

る。

柱穴は精査にもかかわらず 2本しか検出できなかっ

た。Plがほぼ円形で径57X54cm、深さ45cm、P2が楕

円形で径51X36cm、深さ55cmを測る。 Plは径27c碕呈の

柱痕跡力検出された。

柱穴間隔は P1P2が2.19mを測る。

貯蔵穴は北壁東寄りに位置し、小形の長方形である。

規模は0.54X O. 32m、深さ0.23mを測る。

カマドについては燃焼部、煙道部等の痕跡はなく不

明確であるが、僅かな焼土分布と貯蔵穴の位置から推

定すると、北壁に設置されていたと考えられる。

杯形土器は口縁部が外反するもので、日径が大きい

ものと小さいものがある。

出土位置 備 考

埋土 口縁外反、 稜部ヨコナデ＋箆削り

No. 2 砂質、口唇肥厚、稜部工具ナデ＋箆削り

No. 4 ロ唇沈線、稜部工具ナデ＋箆削り

No. l 日唇沈線、稜部工具ナデ＋箆削り

No. 3 口唇沈線肥厚、稜部工具ナデ＋箆削り

No. 5 頸部以下縦箆削り、平底、輪積み痕

カマド、 No.7、9 頸段部以下縦箆削り 、黒斑

埋土 平底、外面縦箆削り
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第178号住居跡（第179図）

本住居跡は K3Ml2グリッド付近に位置する。

第74号住居跡床面下で検出され、同住居跡の拡張の

可能性もあるが別住居跡として扱う。第167号住居跡

との新旧関係は不明確である。

平面形は東壁力哨f干斜行するがほぱ長方形で、規模

は7.57X 6.53mを測る。遺存状態が悪い。

主軸方位は N-9°-Wを測る。

第183図 第178号住居跡出土遺物

今井川越田遺跡

床面は第74号住居跡床面とほとんど重なり、ほぽ平

坦面をなす。

壁は残存部分（南壁）ではほぽ直立する。壁溝はほ

ぼ全周する。全体に幅狭く、掘り込みはしっかりして

いる。

カマドは燃焼部、煙道部等の痕跡はなく不明確であ

るが、焼土分布から推定すると、北壁に設置されてい

たと考えられる。

□11こミ豆4

□□ 
10cm 

第178号住居跡出土遺物観察表

番号 器種 ロ径 器高 底径 胎土 焼成 色調

1 須恵壺 5 6 (4 0) Dl A I 

2 杯 11 0 (3 0) Al A C 

3 杯 11.2 (3.6) E5 A E 

4 杯 11 8 (3 4) Al A E 

5 甕 (18 2) (8 3) A2 B B 

6 甕 (17 8) (9.4) AE5 A B 

7 土 錘 長径(30) X最大径l.2X孔径0.5 2.8 g 

8 土 錘 長径(5.2)X最大径13X孔径05 6. 9 g 

第78号住居跡（第184図）

本住居跡は K3L15グリッド付近に位置する。

北側に若干の遺構空臼域が存在する以外は、全て他

の住居跡と重複する。新旧関係は、第28、71、82号住

居跡が本住居跡を切り、本住居跡が第79、80、159号住

居跡を切る。

平面形は重複顕著で不明確であるが、長方形をなす

と推定される。規模は推定長5.22X 4. 54m、深さ30cm

を測る。

主軸方位は N-90°-W を測る。

床面はほぼ平坦で、掘り方は存在せず、貼り床も検

残存率

90 

25 

30 

25 

25 

10 

夏）7

@8 

5cm 

出上位置 備 考

埋土 台付き壺か？ロクロ右？回転

埋土 日縁外反、稜部ヨコナデ＋箆削り、 黒斑

埋土 口縁外反、稜部ヨコナデ＋箆削り

埋土 段部工具ナデ、稜部工具ナデ＋箆削り、黒斑

埋土 口縁外反、頸部以下縦箆削り、黒斑

埋土 口縁外反頸部以下縦箆削り、黒斑、器閃厚い

出できなかった。

壁はやや斜行するが、掘り込みはしっかりしている。

壁溝は北壁下に設置される。幅狭く掘り込みは比較

的しっかりしている。

柱穴は 6本検出されたが、 P3、P4カi)架い他は浅い。

P4は柱痕跡力消拙された。柱穴配置は整わず、床面ほ

ぼ中央で直線状をなす。重複部分の相当する位置には

検出できなかった。柱穴間隔は P3P4が1.46m、P5P6

が2.21mを測る。

カマドは西壁僅かに北寄りに設置される。遺存状態

は悪くほとんど残存していない。燃焼部は長楕円形に
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掘り込まれる。規模は1.36X O. 62m、深さ0.27mを測

る。袖部は暗灰褐色粘土を主体にして構築される。

器が2個体出土している。いずれも器肉が厚く、

輪積み痕が残る。

1は

出土遺物は少なく、 カマド左袖付近床面から椀形土

第184図 第78号住居跡・出土遺物
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黒褐色
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1 黒褐色

2 黒褐色
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10cm 

砂質、焼土粒、炭化物粒多塁

ローム粒、焼土粒少呈

粘性強、焼土、焼土粒、炭化物多量
焼土、焼土プロ ック、炭化物粒多量

炭化物層、焼土粒多

焼土、焼土粒、炭化物粒少旦
焼土、炭化物少量、ローム粒多量
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第80号住居跡（第185、186図）

本住居跡は K3L14グリッド付近に位置する。

第8住居跡群のほぼ中央部に位置し、西側は僅かな

遺構空白域が存在するが、 他は重複関係にある。

新旧関係は、本住居跡が第81号住居跡を切る以外は

周辺部の住居跡によって切られる。

平面形はカマド壁が歪み南東壁が存在しないが、ほ

今井川越田遺跡

ぼ方形と推定される。規模は5.48X5.16m、深さ38cm

を測る。主軸方位は N-42°-Wを測る。

床面はほぼ平坦で、掘り方は存在せず、貼り床も検

出できなかった。床面出土遺物は主にカマ ド及び周辺

部から出土している。

壁はほとんど残存していない。壁溝は存在しない。

柱穴は 2本で、南東壁側の相当する位置に柱穴は検

第185図 第80号住居跡(I)
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馴 量

1 黒褐色 焼土粒、炭化物粒少贔

2 黒褐色 焼土粒少景、ロ ーム粒多塁

3 黒褐色 口＿ム粒、ロームプロック多贔

a 暗褐色 粘性強、焼土少、炭化物少量

b 暗褐色 焼土、焼土プロック、口＿ムプロック多量

c 暗赤褐色焼土、炭化粒大益

d 黒褐色 炭化物層、焼土、焼土粒多星

e 暗褐色 粘性強、焼土、炭化物粒多贔

f 暗灰褐色 粘土、焼土、焼土粒、炭化物多量

柱穴

1 黒褐色 焼土、焼土粒、炭化物粒少屈

2 暗褐色 焼土少量、ローム、ローム粒多最
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出できなかった。両者とも底面がさらに掘り込まれる。

Plが径51X40cm、深さ75cm、P2が径55cm、深さ60cm

を測る。P2上層から落ち込んだような状態で、壺形土

器が出土している。貯蔵穴は存在しない。

カマドは北西壁ほぼ中央部に設置される。燃焼部底

面は良く焼けており、焚き口にかけて僅かに掘り込ま

れる。規模は1.OOX O.46m、深さ0.43mを測る。燃焼

部奥壁から段をなして煙道部へ移行する。

煙道部底面はほほ平坦で規模はl.01X0.32mを測る。

袖部は暗褐色粘質土を主体にして構築され、右袖は

芯として甕形土器が使用される。カマド壁は両袖部分

とも僅かに掘り込まれる程度である。

須恵器は小破片で混入と考えられる。土師器は小形

の口縁部が外反する杯形土器を主体とし、鉢形土器、

壺形上器、甕形上器等が出土し、その他土錘 1個体が

出土している。

第186図 第80号住居跡(2)、
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第187図 第80号住居跡出土遺物
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第80号住居跡出土遺物観察表

番号 器 種 日径 器高 底径 胎土 焼成 色調 残存率

1 杯 13.0 (3 8) Al A E 20 

2 杯 12.0 5 25 Al A A 25 

3 坑； 10.6 3 4 Al A C 80 

4 杯 12.0 5 2 Al A B 70 

5 杯 12.8 (4. 7) Al A B 40 

6 杯 14.0 (4.2) Al A B 40 

7 鉢 (18 0) (8.3) Al B A 10 

8 小形 甕 16.7 12.4 E5 B B 95 

9 鉢 23.0 (14.3) E5 B C 25 

10 壺 胴部 (11.9) Al A C 60 

11 壺 17.6 23.9 8.9 AC2 A A 80 

12 丸 甕 19.0 (12.1) AE5 A B 30 

13 甕 17.0 (6.8) E2 A B 25 

14 甕 20.0 (7.5) Al B A 25 

15 甑 (19.4) (4.8) Al A A 10 

16 甕 19.2 (17.1) Al A B 70 

17 甕 22.0 33.6 (5.6) E5 A B 80 

18 須 恵杯 (16.0) (2.5) Al A J 10 

19 土 錘 長径(4.7)X最大径1.15X孔径0.5(cm)、重贔5.1g 

第81号住居跡（第186図）

本1主居跡は K3Ll3グリッド付近に位置する。

北側は遺構空白域が存在し、第6住居跡群との境界

領域をなす。

新旧関係については、本住居跡が重複関係にある全

ての住居跡によって切られる。

平面形は北西壁及び南東、北東壁々溝がかろうじて

残存し、ほほ方形。 規模は5.80X5.56m、深さ38cmを

測る。

1認跡長軸方位は N-30°-W を測る。

床面残存部分はほぼ平坦。掘り方は存在せず、貼り

床も検出できなかった。

壁は北西壁、南西壁の一部が残存するのみであるが、

ほぼ直立する。

壁溝は北西壁から南西壁の一部、 北東壁の南寄りを

除いた部分、及び南東壁の一部を除いた部分に存在す

第81号住居跡出土遺物観察表

番号 器 種 ロ径 器高 底径 胎土 焼成 色調

1 杯 (15 0) (3.3) E2 B F 

2 杯 13 0 4.5 Al A B 

3 杯 12 6 4.6 Al A B 

4 小形 壺 10 2 (6.1) Al A B 

5 脚 部 (2.3) 10.3 Al A B 

残存率

25 

50 

60 

40 

90 

出土位箇 備 考

埋土 ロ唇やや肥厚、稜部棒状工具？ ＋箆削り

埋土 日唇肥厚平坦、稜部ヨコナデ＋箆削り

埋土 口縁外反、稜部工具ナデ＋箆削り

埋土 口縁直立、稜部ヨコナデ＋箆削り、黒斑

No. 2 日縁外反、稜部棒状工具？ ＋箆削り

No. 2 ロ唇やや肥厚、稜部ヨコナデ＋箆削り

埋士 頸部以下ナデ？、輪梢み痕顕著、黒斑

No. 3 口縁外反、頸部以下縦箆削り、 二次加熱

埋土 口縁外傾、稜部ヨコナデ＋箆削り、二次加熱

No. 7 外面縦箆削り、摩滅顕著

No. 6 口縁有段、頸部以下横、斜め箆削り、黒斑

埋土、 SJ81と接合 口縁外反、頸部以下斜め、横箆削り、黒斑

埋土 口縁外反、頸部以下縦箆削 り

No. 6 口縁屈曲外反、頸部以下縦箆削り

埋土 口縁やや外反、頸部以下斜め箆削り

No. l 口縁屈曲外反、頸部以下縦箆削り＋指頭押圧

カマド、 No.5 口縁屈曲外反、頸部以下縦箆削り

埋士 ロクロ右 ？回転、器肉薄い

る。

柱穴は存在しない。北西壁々溝中央部に接して浅い

ピットが存在するのみである。

カマドは重複顕著で不明確であるが、南西壁か北東

壁に設置されていたと考えられる。袖、燃焼部等の痕

跡は全く検出されていない。

図示したものを除いた出土土器の総数は736点、う

ち杯類181点、、高杯形土器4点、壺形土器3点、甕形土

器548点であった。

況形土器は小形で口縁部が外反するものが主体で、

口縁部が皿状に大きく開き、体部が浅い杯形土器もあ

る。甕形土器は胴部がほとんど膨らまず、外面は縦箆

削り で、頸部まで及び段を残さないものが多い。

土器以外の出土遺物は土錘が1個体、編物石が9個

体、貝巣穴痕泥岩が1個体（重量6.27g)出土してい

る。

出土位置 備 考

埋土 口縁肥厚、稜部ヨコ ナデ＋箆削り

埋土 口唇肥厚、稜部棒状工具＋箆削り、黒斑

埋上 砂質、口唇沈線、稜部 ヨコナデ＋箆削り

埋土 口縁外傾、頸部以下横、縦箆削り

埋土 裾端部肥厚、器肉厚い、台付き甕？
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今井川越田遺跡

第188図 第81号住居跡出土遺物

三 声

三三＼4 

ニニ—5

二 6

こ 2

―̀̀ ‘̀ ‘̀ 
‘‘‘ ‘‘ ヽ、ヽ

、ヽ
¥ I 
1,. 
I I 

＼、＼、口こっ／／／／］］

こ 二
ロニロ 7

8
 

＿＿ 
J
 

↑
 

文

＿＿＿＿ 

` 3 

10cm 

¥5  
ゃヽ 。

16 
5cm 

番号 器種 日径 器高 底径 胎土 焼成 色調 残存率 出土位置 備 考

6 高杯脚部 (4.5) 8.6 Al A B 80 埋土 砂質、小形、内面指頭ナデ

7 甕 15 2 (6.3) CE2 A C 25 埋土 口縁外傾、頸部以下縦箆削り＋ナデ

8 壺 22 6 (8.1) E5 A C 25 埋土 ロ唇沈線、頸部以下横箆削り、黒斑

， 甑 (20.0) (5.8) E5 B B 10 埋土 口縁外折、頸部以下縦箆削り＋ナデ

10 甑底部 (8.5) (10.0) D2 A B 10 埋土 大形単孔、黒斑

11 甕 15.6 (15.2) Al A B 25 埋土 口縁外反、頸部以下縦箆り、輪積み痕

12 甕 (16 0) (9.3) E5 B A 20 埋土 ロ唇外折、頸部以下斜め箆削り、黒斑

13 甕 16.8 (9.0) AE5 A A 25 埋土 口縁外反、頸部以下縦箆削り

14 甕 (24.0) 6.5 AE5 A B 20 埋土 やや上げ底、箆削り、胴部縦箆削り、黒斑

15 甕底部 (1.8) (5.0) E5 A B 30 カマド 平底、底面木葉痕

17 土 錘 長径(6.1)X最大径l.5X孔径0.5(cm)、重量9.9g 
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第82号住居跡（第189図）

本住居跡は K3Ml4グリッド付近に位置する。

第 8住居跡群のほぼ東端部に位置し、南東壁外側に

僅かに遺構空白域が存在する以外は、全ての方向に住

居跡が存在する。新旧関係については、本住居跡が重

複関係にある全ての1=!:J吾跡（今回未報告の第161、166

号1打吾跡を含めて）を切る。

平面形は北西、南西壁がやや湾曲するがほぼ方形。

規模は6.06X 5. 68m、深さ42cmを測る。

主軸方位は N-55°-Eを測る。

床面はほぼ平坦、貼り床は存在しないが、カマド周

辺部は硬質面力噸忍められた。掘り方は存在しない。

壁は南西壁が比較的良好に残存し、やや傾斜気味で

ある。他の壁は依存状態が悪い。壁溝は住居跡のほぼ

北半部に存在する。

柱穴は 4本で P4がやや大形（径62cm)の他は径

40~50cmである。 P3は略長方形をなす。深さは Plが

72cm、P2が65cm、P3が62cm、P4が68cmを測る。 Pl

~P3は柱痕跡が認められた。柱穴配置は P4が内側に

ずれる台形状で、柱穴間隔は P1P2が2.83m、P2P3

力吃．70m、P3P4カ吃．41m、P1P4カ吃．97mを測る。

カマドは北東壁やや南寄りに設置され、依存状態は

良好である。燃焼部底面は良く焼けており、焚き口に

かけて僅かに掘り込まれる。規模は0.94X0.59m、深

さ0.25mを測る。奥壁寄り中央部から杯形土器が浮い

た状態で出土している。燃焼部奥壁から段をなして煙

第82号住居跡出土遺物観察表

番号 器 種 ロ径 器高 底径 胎土 焼成 色調 残存率

1 須恵 蓋 (11.6) (3.3) Fl A I 20 

2 椀 (18.0) (5.2) AEl A B 10 

3 杯 11.3 3.3 Al B B 90 

4 杯 11.5 3.7 Al A B 90 

5 均； 12.0 3.7 Al A B 100 

6 高杯脚部 (2.1) Al A B 80 

7 甕 (18 8) (6. 7) C2 A E 10 

8 甕 16 6 (9.2) D2 A B 30 

9 痙底部 (9.2) 8.0 E2 A A 80 

11 土 錘 長径(2.9)X最大径l.3X孔径0.4(cm）、重耀3.3g 

12 土 錘 長径(3.3)X最大径l.2X孔径0.4(cm)、重量3.8g 

13 土 錘 長径(3.9)X最大径145X孔径05(cm)、重量53 g 

14 土 錘 長径(5.4)X最大径12X孔径0.4(cm）、重霰76 g 

道部へ移行する。煙道部は先端部煙出し口が略方形（径

26cm)。規紗計ま1.55X0.24~0.48mを測る。袖部は依存

状態が悪く暗灰褐色粘土を主体にして構築される。須

恵器は埋土中出土。杯形土器は小形で口縁部が小さく

外反する。その他土錘4個体、編物石 1個体、貝巣穴

痕泥岩 1個体（1.85g)が出土している。

第162号住居跡（第189図）

本住居跡は K3M14グリッド付近に位置する。

第82号住居跡によって切られほとんど残存してい

ない。第163号住居跡を切る。

平面形は小形の方形乃至、長方形と考えられ、規模

は現状で3.70X O. 94mを測る。住居跡長軸方向は N-

5°-wを測る。

床面は第82号住居跡床面とほとんど重なり、ほぼ平

坦面をなす。

壁はやや傾斜する。その他の施設は不明である。

第163号住居跡（第189図）

本住居跡は K3M14グリッド付近に位置する。

カマド煙道部がかろうじて残存したものである。第

162号住居跡床面に焼土等カマド付け替えの痕跡がな

く、同住居跡よって住居跡本体が完全に破壊されたも

のと判断した。規模は現状で0.52X O. 40mを測る。主

軸方位は N-95°-Wを測る。出土遺物はない。

出土位置 備 考

埋土 ロクロ右？回転

埋土 口縁外反、外面縦箆削り

No. l 口縁外反、稜部棒状工具＋箆削り、黒斑

No. 4 口唇肥厚、稜部ヨコナデ＋箆削り

No. 3 口縁外反、稜部ヨコナデ＋箆削り

埋土 接合部内面枯土貼付け

埋土 口縁外反、外面斜め、縦箆削りによる段

埋土 口縁外反、頸部以下縦箆削り、黒斑

No. 2 やや上げ底、底面木葉痕
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今井川越田遺跡

第189図 第82• 162 • 163号住居跡
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暗褐色 ロームプロック多塁、焼土プロック少紐

灰褐色粘土質粘性強、ローム粒多量

暗褐色粘性有、ロ ームプロック多量

4

a
b
 

暗褐色 粘性有、ローム粒、ロームプロック少量 C

暗褐色灰褐色粘土多量 d 
暗赤褐色焼土、焼土プロック e 

柱穴

1 黒褐色

2

3

 
黒褐色

焼土、炭化物少量、ロ ーム、

ローム粒少量

暗灰褐色 粘土質、ロ ーム、ローム粒

少覇

炭化物少量、ローム粒多量

灰黒色

暗褐色

暗褐色

灰褐色粘土、焼土少贔、炭化粒多蜀

灰褐色粘土、焼土、焼土粒多星

焼土、焼土粒、焼土プロック多屈
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第190図 第82号住居跡出土遺物
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第160号住居跡（第191図）

本住居跡は K3L~N14グリッド付近に位置する。

本年度未報告の住居跡が数軒南側に広がっており、

これらは第 8住居跡群を構成すると考えられる。した

がって本住居跡は同住居跡群のほぼ中央部に位置する。

新旧関係は、第82号住居跡によって本住居跡が切ら

れ、第165号住居跡とはかろうじて重複しない。

平面形は南壁はやや斜行するが略方形。東壁はカマ

ド部分で僅かに段をなす。規模は4.90X4.59m、深さ

40cmを測る。

主軸方位は N-76.5°-Eを測る。

床面は東半部がやや凹凸目だつ。掘り方は存在せず、

貼り床も検出できなかった。

第3層からは多量の炭化物力消泣iされ床面に及び、

ほぼ北半部に分布する。河原石を含めて、編物石が P2

〔二二］ で

a 

① 11 ⑦ 12 

l l 
I I 

l I I 

I I 
I I 
I I 
I I 

10 ⑤13 

5cm R,4 

付近の床面から集中出土している。

壁は部分的に遺存状態が悪く 一定 しないが、残存す

る部分ではほぼ直立し掘り込みはしっかりしている。

壁溝はカマド壁、北壁東半部を除いて設置される。

全体に幅狭く、掘り込みは しっかりしている。

柱穴は 4本で、 Plが径40X36cm、深さ62cm、P2が

径44X40cm、深さ79cm、P3が径46cm、深さ72cm、P4

が径52cm、深さ31cmを測る。 P3、P4は不明瞭ながら

オ担哀跡力肴忍められた。

柱穴配置は P4がずれた台形状をなす。柱穴間隔は

PlP2が1.94m、P2P3が2.llm、P3P4が1.93m、

PlP4が2.57mを測る。

貯蔵穴はカマ ド右側にあり、ほぼ円形。規模は径70

cm、深さ30cmを測る。

カマドは東壁やや南寄りに設置される。遺存状態は
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今井川越田遺跡

第191図 第 160号住居跡
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1 暗褐色シルト 砂質、焼土プロック、炭化物少絨 貯蔵穴

2 暗褐色シルト 砂質、ローム粒、焼土少量 1 灰色シルト 粘性強、炭化物、焼土粒多量：

3 黒褐色シルト 焼土、炭化物多量 2 灰色シルト ローム粒・ロームプロ ック多量

a 暗褐色シルト ロームプロック、焼土プロック多旦

b 灰褐色シルト 砂質、焼土プロック少蘊

c 暗褐色シルト 焼土プロック微塁 柱穴
d 灰褐色シルト 焼土、焼土プロック、炭化物多益 1 暗灰色シルト 粘性強、ローム粒、焼土粒子少量
e 黒灰褐色シルト 粘性強、焼土、炭化物微罷 2 暗黄灰色シルト ローム粒、ロームプロック多位
f 暗褐色シルト 焼土、焼土プロック大量
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第192図 第 160号住居跡出土遺物
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良好である。燃焼部底面は良く焼けており、焚き日か

ら奥壁に向かって緩く傾斜する。規模は0.79X0.45 

m、深さ0.40mを測る。奥壁寄りのやや右袖寄りで甕

胴部下半が浮いた状態で出土している。燃焼部奥壁か

ら段をなして煙道部へ移行する。

煙道部底面は壁外に向かって緩く傾斜する。規模は

1. 06X O. 30mを測る。

袖部は暗灰褐色粘土を主体にして構築される。両袖

内面に加熱による赤変硬化が認められる。

出土遺物は杯形土器、高杯形土器、甕形土器等があ

る。須恵器蓋は小破片で埋土中の出上である。

杯形土器は法贔に大・小がある。小形の杯は口縁部

が外反するものを主体とし、皿状に開くものもある。

甕形土器は胴部はほとんど膨らまず寸胴である。

その他臼玉1個体、編物石3個体、貝巣穴痕泥岩 2

個体（総重量4.02g)が出土している。

第160号住居跡出土遺物観察表

番号 器種 ロ 径 器高 底径 胎土 焼成 色調

1 須恵蓋 (13.8) (4. 5) Fl A I 

2 杯 12.0 (3. 7) Al A B 

3 杯 12.1 (4 2) Cl A F 

4 均： 13.4 (3. 7) Al A E 

5 杯 11.6 3.7 Al A C 

6 況； 11 6 4.4 Cl A D 

7 杯 13 0 (4 1) Al A B 

8 杯 13.5 (4.1) Al A A ， 況； 12 8 (2.6) Al A A 

10 杯 (15 0) (3.6) Al A B 

11 瓶杯脚部 10.4 (5.0) Al B E 

12 高杯脚部 (3.5) 15.0 Al B E 

13 杯 16 2 (6.0) Cl A E 

14 杯 (18 0) (7.2) Al A A 

15 鉢 (20.0) (11.5) AC2 B F 

16 甕 16 2 (5.9) AE5 B B 

17 丸 甕 (16.2) (6.1) E5 B B 

18 甕 20 2 (4.3) A5 B B 

19 甕 19 8 (10.6) E5 A B 

20 甕 (22.0) (6.3) AE5 B B 

21 甕 (25. 0) 10.0 AE5 B B 

22 甕底部 4.0 E5 B B 

23 甕底部 (2 9) 5.0 Al A B 

24 甕底部 (5 4) (7.0) E5 B C 

25 甕底部 (5. 7) 4.2 CE2 A B 

26 甕底部 (8.6) 5.1 AE5 A A 

27 甕底部 (4 9) 5.6 AE5 A B 

28 甕底部 (9 7) 4.2 CE2 A A 

残存率

10 

50 

25 

25 

40 

50 

70 

90 

25 

10 

30 

50 

25 

20 

20 

10 

10 

10 

25 

20 

20 

10 

25 

20 

70 

80 

80 

80 

30 臼 玉 1 1（上径） X1 15（下径） XO.75（厚さ） 1 68 g 

今井川越田遺跡

第164号住居跡（第193図）

本住居跡は K3N13グリッド付近に位置する。第

165号住居跡のカマド付け替えの可能性もあるか、同住

居跡床面上の柱穴の存在を考慮し、同住居跡によって

切られたものと把握しておく。

煙道部の規模は現状で1.10X0.36m、深さ21cmを測

る。長軸方向は N-73.5°-E。柱穴は 3本。出土遺物

はない。

第165号住居跡（第193図）

本住居跡は K3N12~13グリッド付近に位置する。

第8住居跡群は南側に本年度未報告住居跡があり、

それら数軒を含めると、本住居跡は住居跡群のほぼ中

央部に位置する。東側に僅かな遺構空白域がある。

新旧関係については、現状では第74号住居跡によって

切られ、第160号住居跡とはかろうじて重複していない。

出土位置 備 考

埋土 ロクロ右？回転

埋土 段部沈線、稜部棒状工具＋箆削り

埋土 ロ唇沈線、稜部棒状工具＋箆削り

埋土 砂質、口唇やや肥厚、稜部棒状工具十箆削り

埋土 段部沈線、稜部棒状工具＋箆削り、摩滅顕著

埋土 砂質、口唇内面肥厚、稜部棒状工具十箆削り

カマド 砂質、稜部ヨコナデ＋箆削り、器肉厚い

カマド 砂質、段部沈線、稜部枠状工具＋箆削り

カマド 砂質、段部沈線、稜部棒状工具＋箆削り

埋土 ロ唇外反、段部沈線、稜部工具＋箆削り

埋土 裾部短い、外面箆削り

埋上 長脚、裾部短い、外面箆削り、黒斑

埋土 ロ唇沈線、稜部工具ナデ＋箆削り

埋土 日唇肥厚、稜部ヨコナデ＋箆削り

埋土 ロ唇沈線、頸部棒状工具十箆削り、二次加熱

埋土 口縁屈曲外反、頸部以下縦箆削り

埋土 日唇肥厚、頸部以下縦箆削り

埋土 ロ唇やや肥厚、口縁外反、頸部以下縦箆削り

埋土 日唇肥厚口縁屈曲外反、頸部以下斜め箆削り

カマド 口縁外反、頸部縦箆削りによる段、黒斑

埋土 口縁外反、頸部縦箆削り痕

埋土 平底、底面木葉痕、器肉厚い

埋土 凸出平底、底面木葉痕

埋土 平底、底面木葉痕

埋土 平底箆削り、二次加熱

No. 2 小形平底箆削り、胴部縦箆削り、黒斑

カマド 平底、底面木葉痕、 二次加熱

No. 2 小形平底箆削り、胴部縦、斜め箆削り、黒斑
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第193図第164• 165号住居跡
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第 16 4号住居跡土層註 1 暗褐色シルト 砂質、焼土プロック、炭化物少量貯蔵穴

a 暗灰褐色シルト 粘性強、天井崩落土 2 暗褐色シルト 砂質、焼土少量 1 暗褐色シルト 粘性有、焼土プロック少呈

b 暗灰褐色シルト 焼土プロック多量 3 灰黄褐色シルト 砂質、炭化物少鼠 2 暗褐色シルト 炭化物少量

c 暗黄灰色シルト 焼土プロック少贔、炭化物少屈 a 暗褐色シルト ロームプロック、焼土プロック多星
d 黄灰色シル ト 粘性強、煙道燃焼面の変色層 b 灰褐色シルト 砂質、焼土プロック少量

c 暗褐色シルト焼土プロック微量 柱穴

d 黒灰褐色シルト 焼士プロック、炭化物多量 l 黒灰色シルト 粘性強、炭化物少鼠、柱痕跡

e 黒灰褐色シルト 粘性強、焼土、炭化物微量 2 暗黄灰色シルト 粘性強、ロームプロック多量

f 暗褐色シルト 焼土プロック少量
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第194図 第165号住居跡出土遺物
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平面形は東端部が屈折するがほほ方形。規模は

4. 25X 4. 07m、深さ45cmを測る。主軸方位は N-

121°-wを測る。

床面はやや凹凸か有る。貼り床、掘り方は存在しない。

壁は北壁以外は比較的良好に遺存し、ほぼ直立する。

壁溝は西壁、東壁両端部を除いて存在する。

拉主穴は 4本でカマド右側にも 1本存在する。比較

的径が小さく、 P2が深く他は浅い。主柱穴配置は平行

四辺形状で、 Plがカマド前面に位置する。柱穴間隔は

PlP2が1.48m、P2P3が1.70m、P3P4が1.51m、

PlP4カゞ1.44mを測る。

貯蔵穴はカマド左側で長方形、規模は0.71X 0.49 

m、深さ0.20mを測る。

カマドは西壁やや南寄りに設置される。燃焼部規模

は0.76X0.55m、深さ0.41mを測る。奥壁から段をな

して煙道部へ移行する。規模は1.09X O. 22mを測る。

第165号住居跡出土遺物観察表

番号 器種 ロ径 器高 底径 胎土 焼成 色調

1 須恵壺 (2 0) 4.8 Dl A H 
2 ミニチュア (7.0) 3 1 4.3 AE5 A B 

3 ミニチュア 6.0 (2.8) ACl A F 
4 ミニチュア 8.0 4.5 4.3 Al A A 

5 椀 10.5 5 6 E2 A B 

6 椀 5.6 8.3 A5 B B 

7 杯 (11.8) (3. 7) Al B B 

8 杯 12.0 4 1 A2 B B 

9 杯 (11.8) (4.0) Al A C 

10 杯 (11.8) (3.4) Al A E 

11 杯 10. 7 3.5 A2 A B 

12 杯 11.8 4.7 Al A C 

13 杯 12.0 3.9 Al A C 

14 杯 12.6 3.7 Al A E 

15 杯 04.0) (2. 9) A2 A B 

16 杯 15.0 (5.2) Cl A A 

17 杯 14.3 5.1 A2 A F 
18 杯 11.0 (6. 7) A2 A C 

19 鉢 13.6 (7. 9) E5 B B 

20 高 埒； (4.5) Al A B 

21 高 杯 (5.2) ADl B B 

22 甕 17 6 (9.3) AE5 A B 

23 甕 17 3 (12. 0) Cl A E 

24 甕 (21 6) (5. 9) C2 A E 

25 甕 15.0 (5. 9) AD5 A B 

26 丸 甕 17 5 (19. 7) AE5 A B 

27 甕底部 (1.0) 4 0 Cl A B 

28 甕底部 (3.2) 7 4 ACl B B 

残存率
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第168号住居跡（第196図）

本住居跡は K3Mllグリッド付近に位置する。

第 8住居跡群の西端部である。本1£1吾跡が第172号

住居跡を切り、第74、169号住居跡によって切られる。

平面形は小形の方形乃至、長方形と考えられ、規模

は現状で3.08X2.72mを測る。

住居跡長軸方向は N-15°-Wを測る。

床面は第74号住居跡床面とほとんど同一で、ほぼ平

坦面をなす。

壁は残存する部分ではほぼ直立し、壁溝が巡る。重

複する住居跡の相当する位置に、壁溝を検出すること

はできなかった。

カマドは東壁か南壁に設置されたと考えられるが、

柱穴等その他の施設は検出できなかった。

重複顕著にもかかわらず出土遺物は多く、杯形土器、

甕形土器等がある。

出土位置 備 考

埋土 台付き壺か？ロクロ左回転、体下半部箆削り

カマド 平底、体部指頭ナデ、黒斑

カマド 内外面指頭ナデ

埋土 砂質、平底、イ本部指頭ナデ

埋土 平底箆削り、体部指頭ナデ、黒斑

埋土 平底、体部指頭ナデ、黒斑

貯蔵穴 口縁内湾、稜部ヨコナデ＋箆削り、内面黒色

埋土 口縁外反、稜部工具ナデ＋箆削り、 内面黒色

埋土 口縁内湾、稜部棒状工具＋箆削り、二次加熱

埋土 段部沈線、稜部工具ナデ＋箆削り、器肉厚い

埋土 口縁肥厚、稜部工具ナデ＋箆削り

埋土 段部ヨコナデ稜部棒状工具＋箆削り器肉薄い

埋土 段部ヨコナデ、稜部工具ナデ＋箆削り

埋土 口縁外反、稜部棒状工具十箆削り

埋土 ロ唇外反、稜部工具ナテ守箆削り

埋土 ロ唇肥厚、段部沈線、稜部棒状工具＋箆削り

埋土 ロ唇肥厚、段部沈線、稜部棒状工具＋箆削り

埋土 口唇肥厚、段部沈線、稜部棒状工具＋箆削り

埋土 口縁外反、頸部工具ナデ以下箆削り、黒斑

埋土 器肉厚い、段部工具ナデ＋箆削り

カマド十S]178と接合 内面絞り痕、摩滅顕著

カマド 口縁外反、頸部縦箆削り痕、器肉厚い

埋土 口縁肥厚外反、頸部縦箆削り痕、黒斑

カマド 口縁外反、頸部縦箆削りによる段

埋土 口縁外反、頸部以下縦箆削り

埋土 日縁肥厚外反、頸部斜め箆削り痕、黒斑

埋土 平底、底面木葉痕

埋土 ほぼ平底、器肉厚い
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第195図第168• 172号住居跡
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第168号住居跡出土遺物観察表

番号 器種 口径 器高 底径 胎土 焼成 色調 残存率 出土位置 備 考

1 鉢 (9. 7) (5.4) 5.9 Al A B 20 埋土 平底、体部指頭ナデ（未調含）

2 坪 10.9 3 9 Al A B 50 埋土 口唇肥厚、稜部ヨコナデ＋箆削り、摩滅顕著

3 坪 11 8 (2 7) Al A B 25 埋上 口縁直立段部ヨコナデ稜部棒状工具＋箆削り

4 杯 12 0 4 4 Al A B 40 埋土 稜部ヨコナデ＋箆削り、器肉薄い

5 杯 12.0 4.2 Al A B 60 埋土 口縁外反、稜部棒状工具＋箆削り、摩滅顕著

6 杯 (13 0) (4 1) Cl A F 20 埋土 段部工具、稜部工具ナデ＋箆削り

7 況： 13 0 (3 5) ACl A A 30 埋土 日唇沈線段部工具ナデ稜部工具ナデ＋箆削り

8 杯 12.7 (5.2) Al A B 30 埋土 ロ唇内湾、段部工具、稜部工具ナデ＋箆削り

， 杯 11.1 4.1 Al B B 70 埋土 口縁内湾、稜部棒状工具＋箆削り、黒斑

10 杯 12 5 (4 0) Al A C 50 埋土 日縁外反、稜部ヨコナデ＋箆削り、二次加熱

11 杯 11. 7 4.1 Al A C 80 埋土 日縁外反、稜部棒状工具＋箆削り

12 杯 12.3 4 4 Al A H 80 埋土 稜部棒状工具＋箆削り、 二次加熱発泡変色

13 杯 12 0 4 4 ACl A E 80 埋土 段部沈線、稜部棒状工具＋箆削り、黒斑

14 杯 21 2 (5 4) CE2 A B 40 埋上 段部沈線、稜部棒状工具＋箆削り、黒斑

15 杯 (19. 5) 7.4 Al A E 40 埋土 口唇外反、稜部ヨコナデ＋箆削り、黒斑

16 小形壺 9.1 (5 0) E 1 A E 80 埋土 口縁部沈線

17 脚 部 (3 5) 10.0 Al A B 30 埋上 摩滅顕著

18 甕底部 (2 3) (5.0) E 1 A B 10 埋土 平底、底面木葉痕

19 甕 18 1 (15 7) AE5 A B 10 埋土 口縁外反、頸部縦箆削りによる段

20 甕 18 0 (5 8) DE2 A B 20 埋土 口縁屈曲外反、頸部横箆削り痕

21 甕 (21 0) (6.8) CE2 A B 10 埋土 口縁外反、頸部縦箆削り痕、黒斑

22 甕 (21. 0) (5.1) CE2 A C 20 埋土 口縁屈曲外反、頸部横箆削り？二次加熱
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第196図 第168号住居跡出土遺物
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番号 器種 ロ径 器嵩 底径 胎土 焼成 色調 残存率 出土位躍 備 考

23 甕 22 0 (6 1) DE2 A E 25 埋土 日縁外折、頸部以下縦箆削り、二次加熟

24 丸 甕 (19 0) (8 3) E5 A E 25 埋土 日縁外反、頸段部横箆削り、黒斑

25 甕 20 0 (15 5) E5 B B 20 埋士 口縁屈曲外反、頸部以下斜め、縦箆削り

26 甕 20 2 (13.5) CD2 A A 30 埋士 口縁屈曲外反、頸部以下縦箆削り、 黒斑

27 甕 (15.5) 6.3 AE5 A B 70 埋土 平底木葉痕、胴部縦箆削り 、黒斑

第172号住居跡（第196図）

本住居跡は K3Mllグリッド付近に位置する。

第8住居跡群の西端部に存在し、 北西側は第 7住居

跡群との間に僅かな遺構空白域がある。

本住居跡が第74、168、169号1む吾跡によって切られ、

北、 東壁が残存するのみである。

平面形は小形の方形乃至、長方形と考えられ、規模

は現状で3.56X 3.33mを測る。

第197図 第172号住居跡出土遺物

1詞跡の長軸方向は N-63°-Eを測る。

床面は第168号住居跡とほとんど同ーである。

壁は残存する部分ではほぽ直立する。壁溝は存在し

ない。カマ ドは東壁か南壁に設置されたと考えられる。

柱穴等その他の施設は検出されなかった。

重複顕著であるが比較的遺物は出土している。

三

こ

ミ三

10cm 

第172号住居跡出土遺物観察表

番号 器種 日 径 器高 底径 胎土 焼成 色調 残存率 出土位置 備 考

1 杯 12 0 (3.8) ACl B A 25 埋土 段部棒状工具稜部棒状工具＋箆削り二次加熱

2 杯 12 0 4.1 Al A B 80 埋土 砂質、口唇やや内湾、稜部ヨコナデ＋箆削り

3 杯 12.8 (4.0) Al A B 50 埋土 砂質、口縁内傾、稜部ヨコナデ＋箆削り

4 甕 21.0 (9. 7) AE5 B B 20 埋土 口縁外反、頸部以下斜め箆削り、二次加熱

5 甕 19 2 (19 9) AE5 A B 25 埋土 口緑屈曲外反、頸部横、縦箆削り
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9.第 9住居跡群

第156号住居跡（第199、200図）

本住居跡は K3M2グリッド付近に位置する。本年

度未報告の住居跡が南西側にあり、これらを含めて第

9住居跡群を構成すると考えられる。本住居跡は同住

居跡群の北西側に位置する。南側の住居跡群、及び第

7住居跡群とはやや間隔がある。新旧関係は、第170号

住居跡によって本住居跡が切られ、第157号住居跡を

切る。

平面形は方形。規模は4.51X4.39m、深さ35cmを測

る。主軸方位は N-70°-Eを測る。

床面は東、北側に向かってやや傾斜する。貼り床は

存在しない。

壁はやや傾斜する力寸屈り込みはしっかりしている。

壁溝はカマド部分、北東部を除いて設置される。全

体に幅狭く、掘り込みはしっかりしている。

柱次は 2本で、 P2が径43cm、深さ38cm、P3が径42

cm、深さ23cmを測る。その他 Plのカマドよりにピット

が検出され、深さ66cmと深い。柱穴はほぼ対角線上に

第198図第 9住居跡群

ー
メ

配置される。柱穴間隔は P2P3が2.60mを測る。

貯蔵穴はカマドの両側、いずれも住居跡の隅に寄っ

ている。 Plは大形の円形で規模は径98cm、深さ13cmを

測る。カマド右側は楕円形で、 2段に掘り込まれピッ

ト状（径32cm、深さ27cm)に深くなる。規模は径78X

66cm、深さ29cmを測る。

カマドは東壁やや南寄りに設置される。燃焼部底面

はほぼ平坦で、比較的良く焼けている。規模は0.69X

▲住居跡群調査風景
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第199図 第156号住居跡（I)・出土遺物
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1 暗褐色硬質 ロームプロック少羅

2 暗褐色 ロームプロック、焼土、炭化物少量

3 暗褐色 ローム粒少星

4 暗褐色焼土粒、炭化物多量

5 暗褐色 ローム粒、ロームプロック多紐

a 暗褐色焼土粒、炭化物微量

b 暗褐色 ローム粒、焼土少量

c 黒褐色粘性強、焼土、炭化物多益

d 赤褐色焼土粒、炭化物多蘊

e 黒褐色焼土粒多旦

0.39m、深さ0.24mを測る。燃焼部奥壁から段をなし

て煙道部へ移行する。煙道部は住居主軸に対してわず

かに角度をなしており N-65°-Eを測る。底面は壁

外に向かって緩く立ち上がる。規模は0.86X0.26mを

測る。袖部は暗灰褐色粘土を主体にして構築される。

カマ ド壁はほとんど掘り込まれず、 明瞭な掘り方は存

117 

"
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ロ
言
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10cm 

第 15 7号住居跡

a 暗褐色 焼土プロック ・ロームプロック多量

b 暗褐色 焼土、ロ ームプロック多鼠

c 暗褐色 粘性強、焼土プロ ック多晨

貯蔵穴

1 暗褐色 ロームプロック少量

2 暗褐色 ローム多量

3 暗褐色炭化物少量

在しないが、右袖下部は楕円形状のピット（径39X31

cm、深さ34cm)が掘り込まれる。

出土遺物は少量で、杯形土器は小形で口縁部が外反

するものと有段日縁のものがある。
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第157号住居跡（第200図）

本住居跡は K3M2グリッド付近に位置する。第156

号住居跡のカマド付け替えの可能性もあるが、床面段

差を考慮し、同住居跡によ って切られたものと把握し

ておく。第170号住居跡に切られる。

現状での長辺は3.10m、煙道部の規模は0.72X0.38 

m、深さ26cmを測る。長軸方向は N-105.5°-W。袖

部の痕跡はない。出土遺物はない。

第200図 第156号住居跡（2)、第157• 170号住居跡(I)
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柱穴
1 暗灰色シルト 粘性強、ロームプロック多屈
2 黄灰色シルト 暗灰色シルトプロック少量

貯蔵穴

1 暗灰色シルト 粘性強、炭化物下少鼠
2 暗灰色シルト 粘性強、炭化物多星

3 暗黄灰色シルト 砂質、ローム多量
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第170号住居跡（第200、201図）

本住居跡は K3M~N2グリッド付近に位置する。

第9住居跡群の東側の小群に属するが、西側の一群

とは僅かに間隔があり重複しない。南側は遺構空白域

が存在する。

新旧関係は本住居跡が最も新しく、第156、157号住

居跡を切る。

平面形は北東隅が湾曲気味の方形で、規模は4.48X

4.16m、深さ38cmを測る。

主軸方位は N-102°-Wを測る。

床面はほぽ平坦で、掘り方は存在せず、貼り床も検

出できなかった。

壁は遺存状態がよく、ほぼ直立する。

壁溝はカマド部分、南東隅及び北壁の一部を除いて

設置される。

柱穴、貯蔵穴は検出できなかった。

カマドは遺存状態がよく北西壁南寄りに設置され

る。カマド壁は左袖部分で僅かに段差を持つ。

燃焼部底面は良く焼けており、焚き口にかけて僅か

に掘り込まれる。規模は0.81X0.52m、深さ0.40mを

測る。燃焼部奥壁から段をなして煙道部へ移行する。

煙道部底面はほぱ平坦で、先端部へ向かって幅を減

第201図 第170号住居跡（2）・出土遺物
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じる。規模は1.19XO. 28~0.43mを測る。煙道部先端

は攪乱を受けている。袖部は地山掘り残しである。

出土遺物は少なく、図示できるものは 2点で全て埋

土中の出土である。 1は須恵器蓋で小破片の復元。 2

は粗製の鉢形土器と考えられ、口縁部が肥厚し、外面

は体部箆削り後、口縁部下端部に指頭による押厚力功l

わる。

第171号住居跡（第202、203図）

本住居跡はK2M20グリッド付近に位置する。第

173号1む吾跡の拡張住居で、カマド壁以外を拡張したも

のである。第 9住居跡群の西側の小群に属する。

平面形はカマド壁か湾曲気味で、カマ ド左袖部分で

段差を持つがほぼ方形。規模は5.20X5.04m、深さ34

cmを測る。

第202図第171号住居跡(I)
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主軸方位は N-122°-W を測る。

床面はほほ平坦。拡張住居跡にもかかわらず貼り床

は検出できなかった。掘り方は存在しない。

床面出土遺物は、カマド付近から貯蔵穴にかけて比

較的集中している。

今井川越田遺跡

壁はやや傾斜気味である。壁溝はカマド壁及び南壁

の一部を除いて設置される。

柱穴は 4本で Plが小形（径26cm)、他の 3本はやや

大形で径34~38cmである。深さは Plが60cmと深く 、

他はP2が35cm、P3が50cmでやや浅い。

第203図 第171号住居跡(2)、第173号住居跡
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1 黒褐色 炭化物粒子多輩、焼土粒子少鼠

2 暗茶褐色 焼土粒子少量

3 暗褐色 焼土粒子、炭化物粒子少量

4 暗褐色 炭化物粒子少位

5 暗褐色 ローム粒子少星

a 暗灰褐色 粘土質

b 暗茶褐色 焼土粒子少呈、炭化物粒子微最

c 暗灰褐色 焼土粒子多量、炭化物粒子少品

d 黒灰褐色 焼土粒子、炭化物粒子多誠

F L：：： 7〇.6〇
F' 

貯蔵穴

1 暗褐色 焼土、炭化物粒子少量

2 暗褐色 ローム粒、炭化物粒子少贔
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柱穴配置は P4が外側にややずれる台形状で、柱穴

間隔は、 PlP2が2.58m、P2P3が2.32m、

2. 79m、PlP4カゞ2.44mを測る。

P3P4が

貯蔵穴はカマド左側の袖寄りに位置し、径51cmの円

形で、深さ18cmと浅い。

カマドは南西壁やや南寄りに設置され、遺存状態は

良好である。燃焼部は大形でカマド壁を大きく掘り込

む。底面は平坦で、良く焼けている。規模は1.15X0.52

m、深さ0.30mを測る。焼焼部奥壁から緩い段をなし

て煙道部へ移行する。煙道部は比較的短く、壁外に向

かって緩く 立ち上がる。規模は0.79X0.32mを測る。

袖部は暗灰褐色粘土を主体にして構築される。右袖

は補強の長甕が出上している。

出土遺物は第173号住居跡との混在が顕著であるた

め、まとめて図示した。

第173号住居跡（第202、203図）

本住居跡は K2M20グリッド付近に位置する。

第171号住居跡内側の床面上で検出されたもので、

同1打吾跡は、本住居跡のカマド壁以外を拡張したもの

第204図 第171• 173号住居跡出土遺物
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と考えられる。

平面形はカマド壁、南東壁力噌弯曲気味で、カマド左

袖部分で段差を持つ長方形。規模は4.61X4.03mを測

る。深さ、主軸方位は第171号住居跡と同一である。

床面は第171号住居跡とほぼ同一面で平坦である。

貼り床、掘り方は存在しない。

壁はカマ ド壁以外は残存していない。やや幅広い壁

溝がカマド壁を除いて設置される。

杜プ穴は 4本で P8がやや小形（径30cm)、他の 3本は

径45cm前後でやや大形である。深さは P8が23cmとや

第171• 173号住居跡出土遺物観察表

番号 器種 ロ 径 器高 底径 胎土 焼成 色調

1 杯 11.0 (3.5) AE5 A E 

2 j:不 10.8 3.9 Al A C 

3 況； 12.0 3.7 Al A B 

4 坑； 12.0 (3. 7) Al A B 

5 況； 12 2 3.6 Al A B 

6 況； 10 9 3.9 Al A B 

7 況； 11 2 4.0 Al A B 

8 坑 11 4 4.4 Al A B ， :l不 11 2 4 8 Al A B 

10 杯 12 1 4.5 Al A B 

11 杯 12.1 4 0 Al A C 

12 杯 12 5 3 6 Al A E 

13 皿 13.6 2.5 9.5 Al A C 

14 Jill 13 5 2 7 9 5 Al A B 

15 甕底部 (2 1) 5.8 E5 B F 

16 丸甕底部 (3.4) 7.4 E5 B B 

17 鉢 17.0 9 4 Al A B 

18 甕 20.0 (10 9) E5 A B 

19 土製支脚 (12. 4) Al B B 

第205図 住居跡出土鉄製品
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今井川越田遺跡

や浅く、 他はP5が52cm、P6が43cm、P7が47cmで深

い。f主穴配置は P7が外側に僅かにずれるが、ほぼ方形

をなし、内側に配置され壁と柱穴間はやや広い空間が

存在する。柱穴間隔は、 P5P6が2.58m、P6P7が2.32

m、P7P8が2.79m、P5P8が2.44mを測る。

貯蔵穴は不明であるが第171号住居跡と重なってい

た可能性が大きい。

カマドは第171号住居跡とほとんど同一位置に設置

されていたものと考えられ、他の壁に痕跡をとどめて

いない。

出土位置 備 考

埋土 ロ唇肥厚、稜部ヨコナデ＋箆削り（未調含）

No. 3 日縁外反、稜部工具ナデ＋箆削り、摩滅顕著

カマド 口縁肥厚小さく外反、稜部ヨコナデ＋箆削り

埋土 ロ唇やや肥厚、稜部ヨコナデ＋箆削り

埋土 口縁やや内湾、稜部ヨコナデ＋箆削り

No.10 ロ唇肥厚、稜部ヨコナデ＋箆削り、黒斑

No. 6 口唇肥厚、稜部工具ナデ＋箆削り

No. 9 ロ唇やや肥厚、稜部工具ナデ＋箆削り

No. 8 口縁ほほ直立、稜部棒状工具＋箆削り

Nn 5、S]171、173と接合 ロ唇やや肥厚、稜部棒状工具＋箆削り

No. 4 ロ唇やや肥厚、稜部工具ナデ＋箆削り

埋土 ロ唇内湾、稜部工具ナデ＋箆削り、器肉薄い

No. 2 ロ唇直立、底面箆削り、内面黒色

埋土 ロ唇直立、底面箆削り、 内面黒色

埋土 やや上げ底、 円環技法か？底面木葉痕

埋土 平底凸出箆削り、黒斑、器肉厚い

No. 3 砂質、段部ヨコナデ、稜部工具ナデ＋箆削り

No. l 日縁外反、頸部斜め、縦箆削りによる段

No. 2 円柱状、指頭及びエ具ナデ
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住居跡出土鉄製品（第205図）

1は第1号住居跡出土で刃をもち、外反する。用途

は不明だか、穂摘具の可能性がある。

2は第13号住居跡出土の筒状鉄製品。一枚の鉄板を

まわして、 円錐の筒状としている。用途不明。

3は第37号住居跡出土の板状鉄製品。刃をもち、端

部が湾曲する。用途不明。

4は第 4号住居跡出土で片刃箭式の長頸鏃。棘箆被

をもつ。茎部に木質が残る。

5は第47号住居跡出土の板状鉄製品幅細の板状部

分。 3ヵ所に孔か確認された。用途不明。

6は第55号住居跡出土の刀子で刃～茎部の破片。研

ぎ減りのためか刃関はない。鎖を装着する。

7は第59号住居跡出土。刃の破片で刀子の一部か。

8は第46号住居跡出土の鎌柄側の破片。柄の装着部

分は浅く折れ曲がる。

9は第76号住居跡出土の刀子で刃～茎部の破片。両

関で刃側は浅い。茎の先端に目釘孔あり。

10は第88号住居跡出土のやや稜をもつ棒状の鉄製

品。用途不明。

第206図 第 1号堀立柱建物跡
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10. 掘立柱建物跡

第 1号掘立柱建物跡（第206図）

K3115~16グリッド付近に位置し、第 1ピット群の

東側に存在する。

新旧関係は、本掘立柱建物跡の南西隅が第31、32号

住居跡を切って構築され、北西隅の P5が第33号住居

跡カマド右袖下で検出された。

3間X4間で、規模は、桁行8.18m、梁行5.32mを

測る。主軸方位は N-72°-Wを測る。

第1ピット群中に位置するため、北側を除いた周辺

部は多数のピットが存在する。特に南側 (P54・P68・ 

P84・ P86) と東側 (P64• P77 • P89)に存在するピッ

トについては、当初本建物跡に伴うものと考えていた

が、南側の 4本については柱筋が通らないため本建物

跡に伴わないものと判断した。

また東側については、精査にもかかわらず北端部に

相当するものか検出できなかった。

柱穴は径60~80cmと大形のいずれも円形で、深さは

40cm前後と比較的浅いものから90cm程の深いものま

で輻がある。

第207図第 1 ピット群

宇＇3X• 994069 
◎ p， ◎p， 

今井川越田遺跡

柱穴間隔は P2P3、P2P4と対応する位置にある

PlOPll、P9Pl0が1.85m程で、他が2.26mを測るの

に対して幅狭い。同様に P6P7と対置する Pl2Pl3

が、 1.65m程で他の1.84mに対して幅狭くなってい

る。

11. ピット群

第 1ピット群（第207図）

K3H~113~17グリッドに位置する。条里坪区画溝

の南側、ほぼ第 5住居跡群と重なる部分に展開する

ピット群である。

第32号住居跡と第34号住居跡との間に、大形のピッ

トが比較的集中する。 Pl~P4、P5~P6・P25、Pl8・

P28 • P30 • P40 • P53 • P54、p29• P36~P38、P80

~P83・P85等は直線状に並ぶが、建物としての柱穴配

置を把らえることはできなかった。時期決定し得る出

土遺物に乏しいが、集落全体における位置と鬼高式士

器以外出士していないことを考慮して、古墳時代後期

としておく。
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12.土壊

第1号土壊（第101図）

本土壊は K3K12グリ ッド付近に位置する。

新旧関係は、本土壊が第47号住居跡を切り、第48号

住居跡によ って切られる。

第208図 第 1号土墳出土遺物

こ ／1

三 □

ご／

ミ言二12

平面形は大形の楕円形状で、規模は2.62X2.58m、

深さ32cmを測る。長軸方向は N-33°-Eを測る。

埋土上層から比較的多量の遺物が出土している。杯

形士器が主体で、若干の甕形土器が加わる。
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第 1号土壊出土遺物観察表

番号 器種 日 径 器高 底 径 胎土 焼成 色調 残存率 出土位置 備 考

1 杯 (12.0) (3 4) Al B B 40 埋土 ロ唇肥厚稜部枠状工具＋箆削り二次加熱変色
2 杯 12.0 3 8 Al A B 40 埋土 口緑ほぼ直立、稜部棒状工具＋箆削り
3 均； 11.5 4 1 Al A B 40 埋土 日縁ヨコナデ、稜部 ヨコナデ＋箆削 り
4 均： 11. 7 4.0 Al A A 90 No. 4 口唇肥厚、稜部工具ナデ＋箆削り

5 杯 11.8 (3.2) Cl A B 20 埋土 口唇やや肥厚、稜部ヨ コナデ＋箆削り、 黒斑

6 埒； 15 7 3.7 E2 A A 90 No. 4 ロ唇肥厚、稜部工具ナデ＋箆削り

7 杯 (13 8) (5 6) Al A F 20 埋土 日唇やや肥厚、稜部ヨコナデ＋箆削り

8 杯 (13 9) (5.5) Al A B 10 埋土 稜部ヨ コナデ＋箆削り、 器肉厚い、黒斑， 杯 (18.0) (5.1) Al A C 10 埋土 ロ唇肥厚、稜部ヨコナデ＋箆削 り
10 甕 (17 8) (7 6) CE2 A E 20 埋土 口縁直立、頸部以下斜め箆削 り

11 甕 (19 8) (6 2) E2 A B 20 埋土 口縁肥厚、頸部以下縦箆削 り

12 甕 20.0 (7 3) E5 A B 25 埋土 日縁肥厚、頸部段以下横箆削 り
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今井川越田遺跡

＞
 

平安時代以降の遺構と遺物

概要

今年度報告の平安時代以降に属する遺構は、住居跡

7軒、掘立柱建物跡2棟、土壊 1基、堰跡 1基、

ト群1カ所である。

していない掘立柱建物跡、

ピッ

第209図の遺構分布図には、条里坪跡の境界溝跡及

び旧河川跡も図示してある。

これらのうち遺構に伴う出土遺物によって、確実に

所属時期力寸巴握できるものは少ない。すなわち第 3、

7号住居跡と堰跡のみで、その他の遺構については遺

物が存在しないか、混入が顕著である。

ごく新しいと考えられる第 1号堰跡と、遺物の出土

ピット群、土壊を除外する

と、非常に大まかに平安時代として把握される遺構は

住居跡のみである。

第3号住居跡は出土須恵器から10世紀前半と考え

られ、第 7号住居跡は羽釜を伴う 11世紀代と考えられ

る。他の住居跡については時期決定は困難であるが、

あえて住居形態の類似性によって判断すれば、第 3、

して把握できるかもしれない。

住居跡の時期決定と同時性に問題があるが、総じて

いえることは、自然堤防上の立地という点では変わら

ないが、古墳時代後期に比して集落規模の衰退が顕著

であるという点である。住居跡が広い範囲に散在する

集落構成である。

また鉄製品を出土した工房跡と考えられる住居跡が

集落中に存在する点が注目される。

本年度の報告ではないが、自然堤防の北側で部分的

に浅間 B軽石直下の水田跡力渇糾iされたこと、あるい

は水田跡に伴うと考えられる溝跡が検出されたこと

は、集落との時期差があるとはいえ、

る点である。

さらに注目され

中世以降については、確実な遺構は第 1号堰跡であ

る。この時期以降今井川越田遺跡は居住領域ではなく

なっていると考えられる。すなわち確認された訳では

ないが、前代までの居住領域は生産領域として水田化

された可能性が強い。

11、155、169号住居跡力速頁似しており、 9世紀代のも

のと考えられ、第 7、18号住居跡が同様に11世紀代と

第209図 平安時代以降の遺構分布図
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1. 住居跡

第2号住居跡（第210図）

本住居跡は K4C5グリッド付近に位置する。旧河川

による攪乱が顕著で、比較的明瞭に検出されたのはカ

マド周辺部のみで、他の部分は不明確であった。住居

形態から平安時代以後のものと判断される。断面観察

によって第 1、9、10号住居跡を切ることが明確に確

認できたわけではない。

平面形はカマド壁が60cm前後の大きい段差をもつ、

小形の長方形。規模は推定で2.52X 3. OOm、深さ50cm

前後と考えられる。主軸方位は N-30°-Wである。

床面は全体に不明瞭で、 かろうじてカマド前面に炭

化物、焼土が分布するのみであった。硬質面は存在せ

ず、貼り床も存在しない。

壁はカマド壁が残存するのみで、ほぼ直立し掘り込

みはしっかりしている。壁溝はカマドから右袖部分に

わたって検出されたが、幅広く深い。柱穴、貯蔵穴は

検出されなかった。

掘り方は不明であるが、壁外に広がる黒色土の分布

が確認されており、推定部分も含めて図示した。

カマドは北西壁ほぼ中央部に設置される。燃焼部の

規模は0.60X O. 50m、深さ34cmを測る。煙道部へわず

かな段をなして移行する。煙道部は短く、規模は

0. 53X O. 39mを測る。煙出し口は略円形（径25cm)の

焼土範囲として良好に遺存していた。右袖部は灰褐色

粘土によって構築され、左袖は段状の壁を利用する。

供fお世物はなく、甕底部は混入と考えられる。

第210図 第2号住居跡 ・出土遺物
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第 2号住居跡土層註

1 灰褐色砂質

a 黒褐色粘性強

b 黒褐色粘性強

10cm 

焼土粒少量

焼土、焼土粒、焼土プロック少量

2m 
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今井川越田遺跡

第 3号住居跡（第211図）

本1肘因跡はK4D4グリッド付近に位置する。南側は

1日河川による攪乱を受ける。第4号住居跡を切る。

平面形は北東壁がやや斜行する小形の長方形で、規

模は3.46X2.70m、深さ37cmを測る。

住居跡の長軸方向は N-56.5°-Eである。

床面は地山直上に構築され全体に不明瞭で、硬質面

は存在せず、貼り床も存在しない。炭化物及び炭化材

が、西壁下中央部の床面直上で出土している。

壁は比較的西壁の遺存状態が良い他は不良である。

全体に緩く傾斜している。柱穴、貯蔵穴は検出されな

かった。

掘り方は存在しない。

カマドは攪乱顕著でほとんど崩壊しているが、住居

跡の東隅部分に設置される。

燃焼部は長楕円形で、規模は0.89X0.50m、深さ20

cmを測る。中央部からやや左寄りに支脚穴か径20cm、

深さ12cmの小ピットが存在する。煙道部の残存部分か

半円状に15c而呈凸出している。

袖部は検出されなかったが、補強材と考えられる河

原石がピットを囲むように (0.46X O. 44mの範囲）検

出された。

出土遺物は少量で、 1の杯形土器は混入、 2~3が供

伴すると考えられる。

第211図第 3号住居跡
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第 3号住居跡土層註

1 黒褐色シル ト 粘性有、焼土、炭化物粒微星、

バミス少羅、 ロームプロック多量

2 黒褐色シルト 粘性有、炭化物粒微鑓

3 黒褐色シルト 粘性有、炭化物粒少量、灰色粘士、
ロームプロック多量

4 黒褐色シルト 粘性有、灰色粘土、 バミス少鼠、

ロ＿ム粒、ロームプロック多益

a 黒褐色シルト 焼士・炭化物層状

b 黒褐色シルト 灰色粘土、バミス微址、ローム粒、

ロームプロック多量

第212図 第3号住居跡出土遺物
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第3号住居跡出土遺物観察表

番号 器種 ロ 径 器高 底径 胎土 焼成 色調 残存率 出土位置 備 考

1 況； 12.0 (4 9) Al A B 25 埋土 口縁外反、稜部ヨコナデ＋箆削り、黒斑

2 須恵杯 11 2 4.1 5.2 A5 A H 80 カマド ロクロ左？回転、炭化物付着、摩滅顕著

3 小形台付甕 3.6 AC2 A A 50 埋土 底部に脚貼付け

4 甕 20.0 (7 3) Cl A A 10 カマド コ字状口縁、頸部横箆削り

第 7号住居跡（第213図）

本1打吾跡は K4Nl7グリッド付近に位置する。第11

号住居跡の南側約15mほどに存在する。

本住居跡は多量の焼土、炭化材の出土にもかかわら

ず、カマドカ渇碑されないため平安時代以後のものと

考えられる。

平面形は東西方向に長軸をもつ小形の長方形で、規

模は3.84X3. 40m、深さ 13cmを測る。

住居跡の長軸方向は N-86.5'-Eである。

床面は地山直上に構築され全体に不明瞭で、硬質面

は存在せず、貼り床も存在しない。

中央部の床面直上では焼土が比較的集中して出土し

た。また炭化物及び炭化材が、主に北東～南西隅の対

第213図第 7号住居跡

v̀ 

角線上の床面直上で出土しているが、住居跡の壁外に

も分布力瑶忍められた。

壁は全体に掘り込みが浅く、遺存状態は不良である。

柱穴は13本と多数検出されている。壁柱穴と考えら

れるものを含めて、長軸方向に並ぶものが多いが、概

して整った配置を示さない。径は20~30cmで、深さは

一定しない。

カマド及び壁溝貯蔵穴等は検出されなかった。

掘り方は存在しない。

出土遺物は少量で、 1~8は重複する住居跡からの

混入である。 9~13が供fお嚢物と考えられる。
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第 7号住居跡土層註

1 黒褐色シルト 粘性有、焼土プロック多鼠、

バミス少量、炭化物粒少羅
2 黒褐色シルト 粘性有、焼土プロック多量、

バミス微輩、白色粘土少量、
ロームプロック微羅

3 黒褐色シルト 粘性有、バミス少量、ローム

プロック少星

2m 

-244-



第214図 第7号住居跡出土遺物
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第 7号住居跡出土遺物観察表

番号 器種 ロ径 器高 底径 胎土 焼成 色調

1 杯 13.0 (3.0) Al A C 

2 杯 13.0 (4.0) Al A F 

3 杯 13.8 (3.8) Cl B F 

4 椀 10 0 (3 0) Al B A 

5 杯 20.0 (5.2) Al A C 

6 高 均； 17.9 (4.5) Cl A D 

7 甑底部 (4 0) 5 2 AE2 A A ， 須恵杯 2 6 6 4 Cl A E 

10 須恵高台杯 12.1 4.8 E5 A H 

11 須恵高台杯 3 0 7 6 D2 A H 

12 羽 釜 19.0 (15.3) E2 A H 

13 羽釜底部 (5 8) 7.2 A2 A H 

第11号住居跡（第215図）

本住居跡は K3L17グリッド付近に位置する。第 7

号住居跡の北側に存在する。遺構確認面で耕作による

攪乱が及んでいたが、住居跡全体を覆う浅間 B軽石層

（一点鎖線の範囲）力消拙忠れた。

平面形はカマド壁が歪むが略長方形で、規模は

4. 22X 3. 48m、深さ26cmを測る。 11}呂跡の長軸方向は

N-93°-Eである。

床面は地山直上に構築され、貼り床は存在しない。

壁はやや傾斜する力寸屈り込みはしっかりしている。

残存率

20 

10 

10 

10 

10 

20 

60 

60 

100 

20 

20 

60 

今井川越田遺跡

出土位置 備 考

埋土 口縁外反、稜部ヨコナデ＋箆削り

埋土 稜部ヨコナデ＋箆削り、内面黒色

埋上 段部ヨコナデ稜部ヨコナデ＋箆削り内面黒色

埋土 風化摩滅顕著

埋土 稜部はヨコナデ＋箆削り、摩滅顕著

埋土 稜部棒状工具＋箆削り、器肉厚い

埋土 小穴多孔、器肉厚い、黒斑

埋土 底面糸切り痕、円柱技法か？

No. l ロクロ右回転、外面炭化物付着

埋土 ロクロ右？回転、高台やや高い

埋土 ロクロ右回転、下半部ナデ

埋土 ロクロ右？回転、外面～底部箆削り

壁溝貯蔵穴等は検出されなかった。掘り方は存在し

ない。

カマドは方位が N-98.5°-Eで住居跡長軸とやや

ずれる。東壁やや南寄りに設置され、燃焼部の遺存状

態は良好。規模は0.68X O. 48m、深さ 48cmを測る。袖

は両壁を一部利用するもので灰褐色粘上により構築さ

れる。

出土遺物は少羅で、 1~6は重複する古墳時代住居

跡からの混入である。 7の須恵器杯の小破片が供伴遺

物と考えられる。
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第215図 第 11号住居跡
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黒褐色シルト

a
b
c
d
 

褐色シルト

黒褐色シルト

黒褐色シルト

褐色シルト

粘性有、崩落焼土プロック大塁

粘性強、焼土粒微量、ロームプロック少盤

粘性強、炭化物多量

細粒砂層、焼土粒、焼土プロック少羅、ロームプロック微贔

第 11号住居跡土層註

1 灰褐色シルト 粘性有、粗～中粒スコリァ（天仁）大量、
焼土プロック、ロ ームプロック
中粒砂多量

粘性強、焼土プロック少盟、パミス微量、

ローム粒微旦
粘性有、焼土プロック少温、パミス少輩、

ロームプロック少量

粘性有、焼土プロック少量、バミス微量、
ロームプロック少鼠

2

3

 

5
 

黒色スコリア

灰褐色シルト

黒褐色シルト

2m 

第216図 第 11号住居跡出土遺物
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第11号住居跡出土遺物観察表

番号 器種 ロ径 器高 底径 胎土 焼成 色調 残存率 出土位置 備 考

1 高 杯 (5.6) AD1 B E 70 埋土 内外面箆削り

2 杯 12 0 (3.6) A2 A E 20 埋土 口縁外反、稜部棒状工具＋箆削り

3 杯 12 0 (2.3) Cl B A 10 埋土 口縁内傾、稜部棒状工具？＋箆削り

4 甑 17.6 (5.2) A2 A B 10 埋土 日縁外傾、外面箆削り、内面平滑黒斑

5 須恵蓋 (2 2) Dl A H 10 埋土 ロクロ左回転

6 甕 18 7 (8 3) AE5 A A 20 埋土 口縁外反、頸部以下縦箆削り

7 須恵杯 (1 3) Dl A H 10 埋土 ロ唇肥厚

第18号住居跡（第217図）

本住居跡は K3El8グリッド付近に位置す

る。条里坪境界溝の北側にあり、周辺部に住

居跡は存在しない。

平面形は北半部が歪むが略長方形で、規模

は3.46X2.15m、深さ 10cm前後である。住居

跡の長軸方向は N-6°-Eである。

床面は地山直上に構築され、硬質面はなく

全体に柔らかい。壁はやや傾斜する。壁溝、

貯蔵穴等は検出されなかった。

東壁やや南寄りに円形（径58cm)の落ち込

みが検出された。前面に若干焼土が分布し、

カマド燃焼部の可能性があるがほとんど焼

けていない。出土遺物はない。

第217図第18号住居跡
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第155号住居跡（第218図）

本住居跡は K3K3グリッド付近に位置す

る。

古墳時代住居跡群のほぼ中間に位置し、周辺

部に遺構は希薄で単独で存在する。出土遺物

は図示した 2点のみで、いずれも埋土中の出

土である。住居形態を考慮すると本住居跡は平安時代

2m 

第 18号住居跡土層註

1 黒褐色シルト 砂質、細粒砂、バミス少量

2 暗褐色シルト 粘性有、ローム粒、ロームプロック少景

3 暗褐色シルト 粘性有、バミス少旦、ローム粒、ロームプロック多量

4 黒褐色シルト 粘性有、焼土プロック多量、バミス微最

以後のものとするのが妥当である。

平面形は小形の方形で、規模は2.43X 2. 34m、深さ

20cmを測る。主軸方位は N-55.5°-Eを測る。

床面は平坦で全体に柔らかく、貼り床は存在しない。

壁はやや傾斜するが掘り込みはしっかりしている。

壁溝、柱穴、貯蔵穴等は検出されず、掘り方は存在

しない。

カマドは東壁ほぼ中央部に設置される。燃焼部底面

ほほ平坦でほとんど焼けていない。規模は0.58XO.36 

m、深さ0.21mを測る。燃焼部奥壁から段をなして煙

道部へ移行する。煙道部は壁外に向かって緩く立ち上

がる。規模は0.73X0.30mを測る。袖部は暗灰褐色粘

土を主体にして構築される。カマド壁はほとんど掘り

込まれず、明瞭な掘り方は存在しない。
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第218図 第155号住居跡 ・出土遺物
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暗褐色 ローム粒 ・焼土粒少屈

暗褐色 ロームプロック・焼土プロ ック少量

暗灰褐色 粘性強、焼土粒大星、炭化物多量

暗赤褐色 粘性強、焼土、焼土プロック大罷

暗 褐色 粘性強、焼土、焼土粒多屈

黒褐色焼土粒多贔、 炭化物大屈

第155号住居跡出土遺物観察表

番号 器 種 口 径 器 高 底 径 胎土 焼成 色調 残存率 出土位置 備 考

1

2

 

況：

況；

、

1
,
、

1
,

1

1

 

．

．
 

ー

1

ー

1

,_
'、
1

、

)

~̀ 5

6

 

．
．
 

2

2

 

‘,'̀
‘‘
、,‘‘

AEl 

Al 
A

A

 

c
c
 

20 

10 

埋土

埋土

口縁外反、稜部ヨコナデ＋箆削り

日唇肥厚、稜部工具ナデ＋箆削り

第169号住居跡（第195、219図）

本住居跡は K3Nllグリッド付近に位置する。新旧

関係は、本住居跡が周辺部の住居跡を全て切っており

最も新しい。住居形態から平安時代以後と考えられ第

2、3号住居跡、第11号13:J吾跡、本住居跡、 155号住居

跡はほほ等間隔である。

中央部埋土中から床面にかけて多醤の焼土が出土

し、北東隅付近からは床面乃至若干浮いた状態で大形

の河原石力渇庚出されている。鉄製品の出土を考慮する

と本住居跡はエ房跡の可能性が強い。

平面形は東西方向に長軸をもつ略平行四辺形状で、

北東隅の湾曲が顕著である。規模は4.09X 3. 84m、深

さ28cmを測る。

住居跡の長軸方向は N-87.5°-Eを測る。

床はほぼ平坦で、地山直上に構築される。貼り床は

存在しない。壁はやや傾斜する力寸屈り込みはしっかり

している。壁溝はカマド部分、北東隅、南西部分を除

いて設置される。全体にやや幅広く、掘り込みは浅い。

柱穴は P2とP3の2本と考えられる。Plは工房関

連のピットと考えられる。P3はカマドに接近し過ぎ

ているが、柱痕跡（径16cm)が検出されている。 P2は

2段に掘り込まれ、外径35cm、内径21c叫 P3が径26c叫

いずれも深さは30cm前後でやや浅い。柱穴間隔は

P2P3が3.08mを測る。Plは南側に若干の平坦面を作

り出す、外径47cm、内径30cmの円形ピットである。

P1P2は1.77m、PlP3が2.57mを測る。

カマドは南東隅に設置される。カマド軸方向は N-

118.5°-Eを測る。燃焼部は壁外を対角線上に大きく

掘り込む。底面はほほ平坦で良く焼けている。規模は

0.72X0.72m、深さ0.18mを測る。燃焼部奥壁から緩

い段をなして煙道部へ移行する。煙道部底面はほぼ平

坦。規模は0.63X O. 26mを測る。袖部ほとんど崩壊し
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第219図 第169号住居跡 ・出土遺物
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ているか、右袖部分には大形の片岩か検出された。

出土遺物のうち土師器、須恵器、土錘、砥石は重複

する住居跡からの混入と考えられる。供伴する遺物は

鉄製品 3点のみである。 1は紡錘車で、 軸の両端を欠

第169号住居跡出土遺物観察表

くがほほ完形である。 2は刀子で、茎部の大部分と切

先先端を欠く。関は両関でほほ均等である。 3は刀子

で関に近い刃先の破片。研ぎ減りのため身幅を減ずる。

番号 I器 種 I日 径 I器高 I底径 III台土 I焼成 I色調 I残存率 I 出土位置 備 考

1 須恵 壺 （10.0)I (5.0) 

2 甕 17.4 I (4.8) 
3 甕 (19.0)I (4.3) 

H

E

E

 

A

A

A

 

D
l
E
Z
E
Z
 

ロクロ右回転

器糊厚い、頸部工具による段、混入力~ ？ 

口縁やや外反、頸部縦箆削り、混入か？

4 砥石 10.4X4.0(cm)

5 土 錘長径(5.3)X最大径1.95X孔径0.45(cm)、重最15g 

2. 掘立柱建物跡

第220図 第 2号堀立柱建物跡
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第 2号掘立柱建物跡（第220図）

K3K8グリッド周辺部に位置し、第 2ピット群のほ

ぱ中央部に存在する。

新旧関係は、本掘立柱建物跡が重複する鬼高期の全

ての住居跡を切って構築されている。

3間X4間で西側桁行が僅かに斜行する。規模は、

桁行7.76m、梁行5.66mを測る。主軸方位は N-72°―

W を測る。

北西隅は 3本の柱穴が重複しているが、断面観察で

は新旧関係は把握できなかった。

東側の Pll~Pl4及び P8は大形で、径70cm前後の

円形乃至楕円形の柱穴である。他は径40cm前後の円形

の柱穴である。柱間隔はやや狭く、ばらつきがある。

平均1.6~1.8m前後を測る。

第 3号掘立柱建物跡（第221図）

K3M4グリッド付近に位置し、第97、98号住居跡の

西側、第155号住居跡の南側に存り、 3軒に囲まれたよ

うな外観を呈する。

出土遺物がなく時期決定は難しいが、埋土の様相と

全て小形の柱穴であることから古墳時代以後と判断し

た。

当初北東側に存在する多数の柱穴も伴うと考えてい

たが、柱通りか整然としないため、 Pl~P6によって構

築される、 1間X2間の建物と判断した。

規模は、桁行5.40m、梁行2.6mを測る。主軸方位は

N-40°-Wを測る。

柱間隔は P1P3、P2P4が2.4m程でやや狭い。柱穴

は径50c頑呈の円形乃至楕円形である。

第221図 第3号掘立柱建物跡
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3. ピット群

第222図第 2ピット群（I)
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第 2ピット群（第222、223図）

K3H~k8グリッドから K3I~L9グ

リッドの範囲、すなわち概ね第59号住居跡

周辺から第61号住居跡、第67号住居跡周辺

部によって囲まれた範囲に存在するピッ

ト群を、 第2ピッ ト群と呼称する。

各ピッ ト内からの出土遺物は皆無であ

るが、埋土の様相は灰褐色土を主体とする

ものが多く、古墳時代の住居跡と重複する

場合、全ての住居跡をピットが切っている。

正確には時期不詳であるが、平安時代以降

として扱っておく。

本ピット群は大略東、西の 2地点に分か

れる。

0p.. P33~P36・ P38、 P33• P40 • P51 • P57、
OP，. 
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第223図第 2ピット群(2)
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P60~P62等直線状に並ぶものはが存在す

るが、建物として把握されるものはない。

径は比較的小形のものが多い。

4．土壊・堰跡

宰＇

0 • m ~, 
＋ 

第 3号土壊（第224図）

本土壊は K3015グリッド付近

に位置する。

第5号住居跡のカマド壁、南西

隅部分を切って構築される。

平面形は長方形で、規模は

1.50X0.78m、深さ20cmを測る。

断面形態は箱形状をなし、底面

はほぼ平坦、壁はわずかに傾斜す

るが掘り込みは しっかり してい

る。

出土遺物はないが、埋土の様相

から平安時代以降と判断した。
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第 1号堰跡（第224図）

本堰跡は K3Gl9グリッドに位置する。

東西方向に走行する条里坪境界溝に平行する、ごく

新しい時期の溝に伴う施設と考えられる。

平面形は長楕円形乃至長方形で、規模は3.lOXl.35

第224図第 3 号土墳•第 1 号堰跡

今井川越田遺跡

m、深さ15~30cmを測る。長軸方向は N-44'-Wを

測る。

底面から若干浮いた状態で小石が多量に出土してい

る。また図示していないが、近世と考えられる陶磁器

が上層から比較的多量に出土している。
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5. グリッド・表採遺物

グリッド・表採遺物の出上位置で比較的多いのは、

第24号住居跡周辺部と、第74号1柑吾跡周辺部である。

両地点とも、黒色土が広範囲にわたって分布しており

遺構の検出が困難であったためと考えられる。

比較的遺存状態の良好なもの、特徴的なものを図示

した。

杯形土器、大形の杯形上器、椀形上器、甕形土器、

甑形土器、 ミニチュア土器等がある。

杯形土器は日縁部が外反するもの、有段口縁のもの、

グリッド・表採遺物観察表

口縁部が小さく内傾するものがある。器肉がごく厚い

7や口縁部が大きく開き皿状を呈する15のような杯形

土器も存在する。口径に大、小があり時期差がある。

甕形土器は胴部が張りを持ち口縁部が 「く」字状に

開くものは少量で、胴部が張りを持たず頸部が屈曲気

味の段をなすもの、頸部力噸粒詞lJりによる段をなすも

のが比較的多い。

番号 器種 ロ径 器高 底径 胎上 焼成 色調 残存率 出土位置 備 考

1 手づくね 2 8 2.0 1.4 E2 A E 90 K3L13 器肉厚い

2 杯 10 0 4.0 AEl A B 60 K3Nl2 口縁内湾、体部指頭ナデ、箆削り、器肉厚い

3 杯 11 0 (3 9) Al A B 20 K3Nl2 ロ唇肥厚、稜部ヨコナデ＋箆削り

4 杯 11 6 (3 6) Al A E 50 K3Nl2 日唇やや肥厚、稜部棒状工具十箆削り

5 況； 12.2 4 1 Al A B 50 K3L16 段部ヨコナデ、稜部棒状工具＋箆削り

6 況； 13 0 3.8 Al A C 30 K3Nl2 段部ヨコナデ、稜部ヨコナデ＋箆削り

7 況； (12 8) (4.1) AD2 A A 25 K3Nl2 稜部ヨコナデ十箆削り、器肉厚い
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第225図 グリッド ・表採遺物(I)

ど 1 言口 □□三こ三三
戸 三 □ こ
三ニ ニ冒

三 □ 三口
三 三 こ こ／ニニ／

□□ ～ ～ー ／ ／／  24 

□ : ¥ / : 2 5 二／
□ 30 =ー 31

□ ： 三二 33 □□  
こ 5 口̀ □ 口→10cm38

- 254-



今井川越田遺跡

第226図 グリッ ド・表採遺物(2)
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番号 器種 ロ 径 器高 底径 胎土 焼成 色調 残存率 出土位置 備 考

8 況： (12 8) (3. 7) A2 A C 25 K3Ll6 ロ唇内湾、稜部工具ナデ＋箆削り、器肉厚い

， 均； 12.8 (3. 7) Al A B 30 K3Ll6 日縁内湾、稜部ヨコナデ＋箆削り、器肉厚い

10 杯 12 9 3.5 Al A B 30 K3Nl2 段部ヨコナデ、稜部棒状工具十箆削り、黒斑

11 杯 13 7 (4.0) ACl A B 50 K3L16 段部枠状工具、稜部棒状工具＋箆削り

12 坪 14.0 (3. 7) Cl A E 30 K3Ll6 段部棒状工具、稜部棒状工具十箆削り

13 坪 14 0 (4.0) Cl A F 20 K3L16 ロ唇沈線、段部沈線稜部棒状工具＋箆削り

14 杯 (13 0) (3.5) DE2 A B 10 K3L5 ロ唇凹線口縁内傾肥厚稜部工具ナデ＋箆削り

15 坪 (14.6) (3.6) Cl A A 10 K3Nl2 ロ唇肥厚、稜部棒状工具＋箆削り

16 杯 12.0 (5 8) Cl A F 30 K3L16 ロ唇沈線段部沈線、稜部工具ナデ＋箆削り

17 杯 (12.0) (3 4) El A E 20 K3Ll2 日縁外反肥厚、稜部ヨコナデ＋箆削り

18 杯 11. 7 4 4 A4 A B 90 K3L16 稜部棒状工具＋箆削り

19 杯 12.3 4 0 Al A B 90 K3Ll6 段部ヨコナデ、稜部棒状工具＋箆削り

20 杯 13.3 4.1 Cl A E 80 K3Nl2 段部棒状工具、稜部棒状工具十箆削り、黒斑

21 杯 13.0 4 0 Cl A E 90 K3Nl2 段部棒状工具稜部枠状工具＋箆削り、炭化物

22 況： (16 8) (6 2) E2 A C 10 K3Lll ロ唇やや肥厚、稜部ヨコナデ＋箆削り

23 杯 (18 0) (6.8) Cl A F 20 K3L16 段部工具ナテ、稜部工具ナデ＋箆削り

24 況： 18.5 (6 7) Al A C 60 K3Nl2 日縁肥厚、稜部工具ナデ＋箆削り

25 昇： 18 0 (7. 2) Al A C 10 K3L16 段部ヨコナデ、稜部ヨコナデ＋箆削り

26 杯 19.0 (8. 0) Al A B 25 K3Nl2 口縁やや肥厚、稜部工具ナデ＋箆削り

27 椀 10 0 (5 1) AE2 A C 20 K3L5 日縁直立、稜部ヨコナデ＋箆削り、器肉屏い

28 椀 9 8 (3 5) AE2 A C 30 K3Ll6 口縁直立肥浮、段部ヨコナテ＋横箆削り

29 椀 (11 0) (6 2) DE2 A B 30 K3L16 口縁直立肥厚、頸部ヨコナテ｀十横箆削り

30 甕 16 8 (6 8) E5 A B 50 K3L16 日唇直立口縁肥厚、頸部以下縦箆削り

31 甕 22 0 (5 8) El A B 20 K3Nl2 日縁外反、頸部段以下縦箆削り

32 甕 (17 8) (7 9) AE2 A B 10 K3Nl2 日縁小さく外反頸部以下縦箆削り、器肉厚い

33 甕 19 8 (6 2) E2 A B 30 K3Nl2 口縁外反、頸部段以下斜め箆削り

34 甕 22 3 (5.3) CE2 A E 25 K3L16 口縁外反、頸部以下縦箆削り

35 甑底部 (4 0) 6.4 E2 A E 50 K3L16 小形単孔、外面縦箆削り、器肉厚い

36 甕底部 (5.3) 4.2 E5 A B 60 K3L16 平底凸出、外面縦箆削り
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番号 器種 ロ 径 器高 底径 胎土 焼成 色調 残存率 出土位置 備 考

37 甕底部 (4.8) 5.0 E5 B F 60 K3Ll6 平底箆削り、外面縦箆削り

38 甕底部 (5 0) 9 0 Cl A E 60 K3Nl2 平底箆削り、外面縦箆削り、器肉薄い

39 甕 19.6 (6 4) E5 A B 40 K3Nl2 口唇肥厚、口縁外反、頸部以下縦箆削り

40 甕 (23.0) (7.9) E2 A E 10 K3Nl2 口縁外反、頸部以下縦箆削り

41 甕 21.9 (14.4) CE2 A B 50 K3Nl2 口縁外反、頸部以下縦箆削り

42 須恵聰 (11.0) (4.2) Fl A H 20 K3Ll2 ロクロ右？回転、日唇沈線

43 砥 石 (9.8)（長径） X3.0（幅） 13.9 g 

44 刀 子・ K3Il3、刃の破片。背は丸味を帯びる

45 臼 玉 K3Nl4、上径11 X下径l.3X孔径035X厚さ0.7(cm)、重最2.1g 

46 臼 玉 K3Nl6、上径12X下径135X孔径035X厚さ0.7(cm)、重鼠1.7 g 

47 土 錘 K3Nll、長径4.35X最大径l.2X孔径0.5(cm)、重量4.2g 

48 土 錘 K3Nl5、長径5.QX最大径l.25X孔径0.5(cm)、重量6.6g 

49 土 錘 K3N14、長径6.QX最大径l.3X孔径0.35(cm)、重量7.4g 

ヽヽ

土＇，

且且
・・9

日

▲遺跡遠景
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＞
 

ま とめ

今年度報告範囲は住居跡と竪穴状遺構119軒（今井

川越田遺跡住居跡一覧表）と掘立柱建物跡、土壊及び

出土遺物等に限られ、遺跡全体の遺構数の約1/3にす

ぎない。したがって今井川越田遺跡の全体像は、次年

度以降の整理報告をまって把握するべきであろう。以

下では調査及び整理の結果認識された、 2、3の問題

点について若干の指摘をするにとどめておく。また本

遺跡の主体を占める遺構、遺物は、古墳時代後期の鬼

高式期に属するため、同時期に限ることにする。

今井川越田遺跡の出土土器で最も注目されるのは、

鬼闇式期でも新しい段階に属すると考えられる土器群

が比較的多量に出土した点である。

第48、74、87号住居跡出土土器は、この時期の特徴

をよく備えている。

第87号住居跡で多羅に出土した杯形土器（第145図

5 ~16)は、日径が11.0~12.0cm前後で小形のもので、

口縁部は小さく直立ないし外反する。稜部は痕跡的で、

成形手法は、口縁部の横撫でと体部箆削りによって造

出されるものが主体をなす。また体部外面の稜直下に

未調整部分を残すもの（同図13~16)が少数存在して

いる。全体に輪積みによるためか器厚は厚いものが主

体をなすが、薄いものもありこの場合体部内面に指頭

押圧痕が残存している（同図 5、6)。

甕形上器は比較的少なく好例に恵まれないが、概し

て胴部最大径は日径よりも小さい。＜字状口縁の痕跡

とされる、頸部の屈曲あるいは僅かな段を持つものは

やや少なく、全体に器壁が薄く頸部～日縁にかけて、

外面箆削りによる段を残すものが主体となるようであ

る。胴部外面は縦箆削りの他、頸部付近に斜め箆削り

が施されるもの（第102図20、21)が出土している。

以上のほか杯形士器には皿状を呈するものや、やや

大形で口縁部が小さく直立乃至、外反するもの（第102

図15、16)が組成化している。

これらの土器群は周辺遺跡と対比すると、南大通り

線内遺跡（増田1987a、1989a)、社具路遺跡（長谷川

1987)、下田遺跡（柿沼1979、増田1990)古川端遺跡（小

久保1978)、若宮台遺跡（大和1983)、天神林遺跡・裔

野谷戸遺跡（大和1985)、村後遺跡（細田1984)等の住

居跡出土遺物に類例があり、特に古川端遺跡第10号住

居跡出士士器とほぼ同段階と考えられる。

第33、44号住居跡では日縁部が小さく直立ないし内

湾気味に立ち上がる杯（第83図9~11)が出土してい

る。今井 G2号住居跡（富田・赤熊1985)で多贔に出

土している杯形土器とほぽ同一の杯形土器と考えられ

るが、本遺跡では少輩に留まるようである。

本遺跡では住居跡から比較的須恵器が出土している

が、宝珠摘みを持つ須恵器蓋は、第19号住居跡出土の

須恵器三足壺蓋とされるもの（嶋田1993)のみである。

その他出土土器で注目される点は、比企型杯に関し

ては第88号住居跡から 1点出土したのみである。また

内面が黒色処理された、小形で日縁部が大きく開き体

部が浅い杯形土器は、温井遺跡（真下1981)等に類例

があるが、比較的数盤は多く第 4、19、56、88号住居

跡等で出土している。第17号住居跡からは、胎土、色

調ともに他の土器とは異質で、口唇部が屈曲し内面に

刷毛目を残す甕形土器の口縁部が出土しており駿東地

方に分布する甕形土器に近似している。また粗製の杯

形土器の出土も比較的多い。その他の器種では、ミニ

チュア土器乃至手づくね土器の存在が注目される。

土器以外の出土遺物で注目されるのは、所謂編物石

と貝巣穴痕泥岩の存在がある。

胎土分析については、今井川越田遺跡固有の胎上を

確定すべく、杯形土器と土製支脚の分析を行った。隣

接する川越田遺跡、梅沢遺跡出土遺物も加えてある。

次年度以降予定されている分析や他遺跡も考慮しさら

に検討すべきであろう。

遺構についての最大の成果は、該期の集落の大部分

カ潤査された点である。次年度以降の遺物、遺構等の

分析によって、構造と動態及び集落間の交通諸関係が

解明されるものと期待される。
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今井川越田遺跡

今井川越田遺跡住居跡一覧表

NO 住居番号 平面形 長径x短径 主軸方位 鼈位置 柱穴 貯蔵穴 壁溝 住居群 備 考

1 1 方形 5 20 X 5. 04 N-122°-W  南西壁 佃‘’‘E‘ 無 無 1 

2 2 長方形 2 52 X 3 00 N- 30°-W  北西壁 無 無 一部

3 3 長方形 3. 46 X 2. 70 N- 56.5'-E 東隅 無 伽ヽ" ； 細'‘‘ 
4 4 長方形 8 06 X 5 72 N- 56"-E 不明 4 細"ヽ 無 1 

5 5 長方形 4 88 X 4 30 N-14T―E 南西壁 4 無 一部 2 

6 6 方形 6. 24 X 6. 08 N- 20°―E 北壁 4 無 ほほ全周 3 間仕切り溝

7 7 長方形 3. 84 X 3 40 N-86.5"-E 不明 13 無 無

8 8 長方形 4 35X3 14 N-33°-W  北西壁 4 砲右側 無 2 ， ， 不明 (0 72X0 38) N-105 5'-W 南壁 無 無 無 1 鼈のみ

10 10 不明 南壁 無 無 無 1 鼈のみ

11 11 長方形 4. 22 X 3 48 N- 93"-W  東壁 鉦9 9 9 細"、 細’‘‘ 
12 12 台形 5.16X4 48 N- 20°-E 北壁 ， 無 無 3 

13 13 方形 7. 97 X 7 93 N-10°-W  南西壁 4 鼈左側 ほぼ全周 2 

14 14 方形 3. 48 X 3 06 N-163 5°―E 南壁 4 無 如,.IF..、 2 

15 15 方形 4.46X 4 44 N-115. 5°-E 西壁 4 鼈右側 無 2 

16 16 長方形 (4. 24 X 4. 24) N- 23 5°-W  南壁 5 無 無 2 

17 17 長方形 5. 36 X 4 52 N-44.5°-E 南西壁 4 無 一部 4 

18 18 長方形 3.46X2 15 N- 6°-E 不明 無 無 無

19 19 方形 4. 60 X 4. 28 N- 55°―E 西壁 5 鼈左側 一部 3 

20 20 不明 (l.40X0 55) N-10'-W  不明 如ヽ"IE ヽ 3 

21 21 不明 N-164.5°-W  南壁 2 煙道部のみ

22 22 不明 N-135°―E 東壁 4 無 無 4 煙道部のみ

23 23 方形 4. 48 X 4 48 N-103°-W 西壁 3 鼈左側 無 4 

24 24 長方形 5. 28 X 5. 00 N-48'―E 北東壁 2 無 無 4 

25 25 方形 5. 48 X 5. 32 N- 5°-E 北壁 2 鼈右側 無 4 

26 26 方形 5.12 X 4. 76 N-20.5°-W 北壁 3 無 無 4 

27 27 不明 N- 56.5'-E 束壁 4 鼈のみ

28 28 方形 5. 28 X 5. 08 N- 96.5'-W  西壁 4 磁左側 ほぼ全周 4 

29 29 長方形 4 80 X 4. 52 N-94°-E 東壁 11 瑚右側 一部 3 壁外ピット

30 30 方形 (3 60 X 3. 45) N-131.5°-W  不明 3 無 無 2 

31 31 台形 3. 76 X 3. 07 N-100°-W  西壁 無 無 細’’‘ 5 

32 32 長方形 5 03X3.92 N- 81°-E 東壁 無 1‘1’圧‘‘ 無 5 

33 33 方形 2 92 X 2. 70 N-82°―E 東壁 3 無 無 5 

34 34 方形 3. 98 X 3. 74 N- 77°―E 東壁 4 無 ほぼ全周 5 

35 35 長方形 3 44X2.68 N- 22°-W  1 無 細’‘‘ 4 竪穴状追構？

36 36 台形 3 36 X 3. 24 N- 35°―E 北東壁 3 伽‘’‘E‘ はほ全周 5 壁柱穴多数

37 37 長方形 4. 20 X 3 82 N- 71°-E 不明 無 無 無 5 

38 39 不明 (1 34Xl.10) N- 64°-E 不明 2 

39 40 長方形 5.32 X4. 72 N-56°-W 北東壁 2 無 一部 4 

40 41 方形 3.10X3 08 N-30°-W 東壁 4 無 ほぼ全周 5 

41 42 方形 3 55 X 3 40 N-131°―E 南西壁 3 鼈左側 無 5 鼈 2カ所

42 43 方形 5 36 X 5 04 N-35°-W 東壁 6 鼈右側 はは全周 4 

43 44 長方形 4. 77 X 4. 37 N-106°―E 東壁 3 無 無 5 

44 45 方形 6 00 X 5 46 N-53°-W  不明 4 東隅 無 4 

45 46 方形 4 64 X 4 24 N- 90°-W 東壁 4 鼈右側 無 4 

46 47 平行四辺形 6. 62 X 6. 35 N- 64 5'-W 束壁 6 鼈右側 ほほ全周 6 

47 48 方形 2 62 X 2. 58 N- 67°-W  西壁 無 無 無 6 SKlを切る

48 49 方形 (3. 63 X 1. 70) N-125°-W 西壁 無 無 無 6 

49 50 平行四辺形 5 22 X 4 62 N-59.5'-E 東壁 8 鼈右側 ほぼ全周 6 

50 51 長方形 (4 80X3 68) N-121°-W  南西壁 3 無 無 3 

51 52 方形 (5 20X2 00) N-46°—E 不明 3 伽‘’‘£‘ 一部 3 

52 53 不明 西壁 3 鼈燃焼部

53 54 不明 (4.40 X 4.30) N- 60°―E 不明 6 壁柱穴

54 55 方形 3 35 X 3 25 N-77°-E 東壁 2 無 無 6 

55 56 方形 5 30 X 5 20 N-41°-W  北西壁 4 鼈右側 一部 6 

56 57 台形 5 25X4 87 N-27°―E 北壁 5 磁右側 ほほ全周 6 

57 58 方形 4.74X4 41 N- 73. 5°-E 東壁 4 無 ほぼ全周 6 

58 59 方形 4 99X4 67 N-6.5°-W  北壁 5 無 全周 6 

59 60 長方形 4 16X3 75 N-12°-W 北壁 2 無 一部 7 

60 61 長方形 3 28 X 2 90 N- 75 5°―E 東壁 2 細'‘‘ 一部 7 
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NO 住居番号 平面形 長径x短径 主軸方位 窟位置 柱穴 貯蔵穴 壁溝 住居群 備 考

61 62 方形 4. 57 X 4 54 N- 52.5°-E 北東壁 5 磁右側 全周 7 
62 63 不明 (7.97X7 93) N-10°-W 不明 4 
63 64 不明 4 05 X 4 00 N- 4.5°-W 不明 無 無 曲ヽ"£ ヽ 4 
64 65 方形 (3.40Xl 50) N-89.5°—W 西壁 2 無 細"ヽ 4 
65 66 平行四辺形 4.08X 4 02 N-64.5°―E 東壁 4 無 ほぼ全周 6 
66 67 方形 3. 76 X 3 32 N-52'-E 北西壁 4 鼈右側 無 7 
67 68 長方形 5.39 X 5. 00 N-59.5°-E 北東壁 4 鼈左側 一部 7 
68 69 長方形 4.40X 4.11 N-38.5°-W 不明 3 無 無 6 
69 70 不明 8 瑚燃焼部底面のみ

70 71 方形 4.11 X 4. 08 N- 60°-E 東壁 4 瑚左側 ほぽ全周 8 
71 72 方形 5. 42 X 5. 27 N-S 不明 4 ほぼ全周 8 
72 74 台形 7. 97X7. 93 N-10°-W  北壁 4 瑚右側 ほぼ全周 8 
73 75 方形 (3.20X3.21) N-54°-E 不明

74 76 方形 3. 74 X 3.67 N-58.5°-W 北東壁 6 無 ほぽ全周 7 
75 77 長方形 (2. 07 X 2. 04) N-59.5°-E 不明 無 無 無 8 竪穴状追構？
76 78 長方形 5 22X4.54 N-90°-W  西壁 6 一部 8 
77 79 不明 不明 一部 4 
78 80 方形 5 48 X 5.16 N-42°-W 北西壁 2 細’‘‘ 無 8 
79 81 方形 5 80 X 5.56 N-30°-W  不明 無 細’‘‘ ほほ全周 8 
80 82 方形 6 06 X 5.68 N-55°-W 北東壁 4 無 一部 8 
81 84 方形 4 07 X 4.06 N-129 5'-W  南西壁 3 無 ほほ全周 7 
82 85 方形 4 21 X3.83 N-59°―E 東壁 4 無 ほぽ全周 7 
83 86 長方形 4 58 X 4. 07 N-52.5°―E 北東壁 無 無 無 7 
84 87 長方形 5 64 X 5. 05 N-88°-E 東壁 無 磁右側 無’‘ 7 
85 88 長方形 6 92 X 6. 40 N-73°-E 東壁 4 鼈右側 ほぽ全周 7 
86 89 方形 4 66X (2.20) N-70°-E 不明 無 無 伽‘’’E‘ 7 
87 90 長方形 5 17 X 4. 66 N-29°-W 北壁 3 鼈右側 一部 7 
88 91 台形 6 35X5.08 N-18°-W 北壁 4 無 一部 7 
89 92 長方形 (3.72X3.30) 7 竪穴状造構

90 93 平行四辺形 5. 93 X 5. 81 N-101 5°-W  西壁 5 鼈左側 一部 7 
91 94 不明 5.78X (1.60) N-101 5°-W 不明 7 
92 95 不明 N-15°―W 北壁 7 鼈煙道部

93 96 方形 4.04 X 3. 96 N-96°-W  西壁 4 無 一部 7 
94 97 方形 6.21X5.96 N- 73°―E 束壁 3 無 はほ全周 7 
95 98 方形 5.20 X 4. 89 N-64°—E 東壁 4 無 一部 7 
96 99 不明 N-133.5°―W 西壁 7 鼈煙道部

97 100 台形 6. 79 X 6 74 N-74°-E 東壁 4 鼈右側 はぽ全周 7 
98 151 不明 N-69°―E 東壁 7 鼈煙道部

99 152 方形 6. 83 X 6 62 N-105.5°―E 西壁 4 窟左側 ほぼ全周 7 
100 153 不明 (2.78Xl 03) N-90°―E 不明 無 7 
101 154 方形 4. 48 X 2 34 N-34°-W  不明 2 無 一部 7 
102 155 方形 2. 43 X 2 34 N-55.5°―E 東壁 無 無 無

103 156 方形 4. 51 X 4 39 N-70°―E 東壁 2 窟両側 ほぼ全周 ， 
104 157 不明 (3 lOX -) N-105.5°-W  西壁 無 無 無 ， 紀叫届土辛

105 158 不明 (4.44 xo. 77) N-30°-W  4 
106 159 不明 (5 46X4.10) N-39.5°-W  一部 4 
107 160 方形 4 90X4.59 N-76.5°―E 東壁 4 砲右側 ほぼ全周 8 
108 161 不明 不明 無

109 162 方形 3 70 XO. 94 N- 5°-W  不明 無 無 佃‘’‘E‘ 8 
llO 163 不明 (0. 52 XO. 40) N-95°-W  西壁 8 
111 164 不明 (1 lOX0.36) N-73 5'―E 東壁 3 無 無 8 
112 165 方形 4 25 X 4. 07 N-121°-W  西壁 5 砲左側 一部 8 
113 167 長方形 4.52 X 2. 78 N-121°―E 不明 2 北壁 はほ全周 8 
114 168 方形 (3. 08 X 2. 72) N-15°―W 不明 無 無 一部 8 
115 169 平行四辺形 4. 09 X 3. 84 N- 87.5°-E 南東隅 2 無 一部

116 170 方形 4.48X4 16 N-102'-W  西壁 無 無 ほぽ全周 ， 
117 171 方形 5. 20 X 5. 04 N-122"-W  西壁 4 鼈左側 ほぱ全周 ， 
118 172 方形 3. 56 X 3. 33 N-63°―E 不明 無 無 無 8 
119 173 長方形 4 61 X 4 03 N-122°-W 西壁 4 細"ヽ ほぼ全周 ， 
120 178 長方形 7 57 X 6 53 N- 9°-W 北壁 細’‘‘ 無 ほほ全周 8 
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附 篇

今井川越田遺跡出土土器胎土分析鑑定報告

（株）第四紀地質研究所井上巖

目次

1 実験条件

2 実験結果の取扱

3 X線回折試験結果

3-1 タイプ分類

3-2 石英一斜長石の相関について

4 まとめ

図表目次

第1図 三角ダイヤグラム位置分類図

第2図 菱形ダイヤグラム位置分類図

第3図 Mo-Mi-Hb三角ダイヤグラム

第4図 Mo-Ch、Mi-Hb菱形ダイヤグラム

第5図 Qt-Pl図（総合）

第6図 Qt-Pl図（今井川越田、梅沢、福川）

第1表胎土性状表

第2表 タイプ分類一覧表（総合）

第3表 タイプ分類一覧表（今井川越田）

X線回折試験及び電子顕微鏡観察

1 実験条件

1-1 試料

分析に供した試料は第 1表胎土性状表に示す通りで

ある。

X線回折試験に供する遺物試料は洗浄し、乾燥した

のちに、メノウ乳鉢にて粉砕し、粉末試料として実験

に供した。

電子顕微鏡観察に供する遺物試料は断面を観察でき

るように整形し、が10％の試料台にシルバーペースト

で固定し、イオンスパッタリング装置で定着した。

1 -2 X線回折試験

土器胎土に含まれる粘土鉱物及び造岩鉱物の同定は

X線回折試験によった。測定には日本電子製JDX

-8020 X線回折装置を用い、次の実験条件で実験し

た。

Target: Cu, Filter: Ni, Voltage: 40KV, Cur-

rent: 30mA、ステップ角度： 0.02°

計数時間： 0.5SEC。

1-3 電子顕微鏡観察

土器胎土の組織、粘土鉱物及びガラス生成の度合に

ついての観察は電子顕微鏡によって行った。

観察にはH本電子製5300LV型電子顕微鏡を用い、倍

率は35、350、750、1500、5000の5段階で行い、 写真

を撮影した。

35~35併音は胎土の組織、 750~500併音は粘土鉱物及

びガラスの生成状態を観察した。

2 実験結果の取扱い

実験結果は第 1表胎土性状表に示す通りである。

第 1表右側には X線回折試験に基づく粘土鉱物及

び造岩鉱物の組織が示してあり、左側には、各胎土に

対する分類を行った結果を示している。

X線回折試験結果に基づく粘土鉱物及び造岩鉱物

の各々に記載される数字はチャートの中に現われる各

鉱物に特有のピークの強度を記載したものである。

電子顕徴鏡によって得られたガラス量と X線回折
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試験で得られたムライト（Mullite)、クリストバーラ

イト (Cristobalite)等の組成上の組合せとによって焼

成ランクを決定した。

2 -1 組成分類

1) Mo-Mi-Hb三角ダイヤグラム

第 1図に示すように三角ダイヤグラムを 1~13に分

割し、位置分類を各胎土について行い、各胎土の位置

を数字で表した。

Mo、Mi、 Hbの三成分の含まれない胎土は記載不能

として14にいれ、別に検討した。三角ダイヤグラムは

モンモリロナイト (Mont)、雲母類 (Mica)、角閃石

(Hb)のX線回折試験におけるチャートのピーク強

度をパーセント（％）で表示する。

モンモリロナイトは Mo/Mo+Mi+ Hb* 100でパー

セントとして求め、同様に Mi、 Hbも計算し、三角

ダイヤグラムに記載する。

三角ダイヤグラム内の 1~4はMo、Mi、 Hbの3

成分を含み、各辺は 2成分、各項点は 1成分よりなっ

ていることを表している。

位置分類についての基本原則は第 1図に示す通りで

ある。

2) Mo-Ch、Mi-Hb菱形ダイヤグラム

第2図に示すように菱形ダイヤグラムを 1~19に

区分し、位置分類を数字で記載した。記載不能は20と

して別に検討した。記載不能は次の条件でおこる、モ

ンモリロナイト (Mont)、雲母類(Mica)、角閃石(Hb)、

緑泥石 (Ch)のうち、

a) 3成分以上含まれない、 b)Mont、 chの2成分

が含まれない、 c) Mi、 Hbの2成分が含まれないの

3例がある。

菱形ダイヤグラムは Mont-Ch、Mica-Hbの組合

せを表示するものである。 Mont-Ch、Mica-Hbのそ

れぞれの X線回折試験のチャートの強度を各々の組

合せ毎にパーセントで表すもので、例えば、 Mo/Mo+

Ch* 100と計算し、 Mi、 Hb、Chも各々同様に計算し、

記載する。

菱形ダイヤグラム内にある 1~ 7の領域では Mo、

Mi、 Hb、Chの4成分を含み、各辺は Mo、Mi、 Hb、

Chのうち 3成分、各項点は 2成分を含んでいること

を示す。位置分類についての基本原則は第 2図に示す

通りである。

2 -2 焼成ランク

焼成ランクの区分は X線回折試験による鉱物組成

と、電子顕微鏡観察によるガラス盤によって行った。

ムライト (Mullite)は、磁器、陶器など高温で焼かれ

た状態で初めて生成する鉱物であり、クリストバーラ

イト (Cristobalite)はムライトより低い温度、ガラス

はクリストバーライトより更に低い温度で生成する。

これらの事実に基づき、 X線回折試験結果と電子顕微

鏡観察結果から、土器胎土の焼成ランクを I~Vの5

段階に区分した。

a)焼成ランク I:ムライトが多く生成し、ガラス

の単位面積が広く、ガラスは発泡している。

b)焼成ランク II:ムライトとクリストバーライト

が共存し、ガラスは短冊状になり、面積は狭く

なる。

C)焼尭成ランクIII：ガラスのなかにクリストバーラ

イトが生成し、ガラスの単位面積が狭く、葉状

断面をし、ガラスのつながりに欠ける。

d)焼成ランクIV:ガラスのみが生成し、原土（索

地土）の組織をかなり残している。ガラスは微

小な葉状を呈する。

e)焼成ランクv:原土に近い組織を有し、ガラス

は殆どできていない。

以上の I~Vの分類は原則であるが、胎土の材質、

すなわち、枯土の良悪によってガラスの生成贔は異な

るので、電子顕微鏡によるガラス量も分類に大きな比

重を占める。このため、ムライト、クリストバーライ

トなどの組合せといくぶん異なる焼成ランクが出現す
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第 1図 三角ダイヤグラム位置分類図 第2図 菱形ダイヤグラム位置分類図
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第 1表 胎土性状表

|

2
6
4

ー

試料—No タイプ 焼成 組成分類 粘土鉱物および造岩鉱物
備 考分類 ランク Mo-M1-Hb Mo-Ch, M1-Hb Mont Mica Hb Ch(Fe) Ch(Mg) Qt Pl Crist Mullite K-fels Halloy Kao! Pyrite Au ガラス

今井川越田ー 1 L III 10 17 218 130 1,016 549 均；

今井川越田ー2 G III 6 20 117 143 2,123 295 均；

今井川越田ー3 p I ~II 14 20 1,549 153 況；

今井川越田ー4

゜
III 12 14 241 118 977 226 119 坑：

今井川越田ー5 B Ill 1 15 202 189 190 2,204 ¥ 378 均；

今井川越田ー6 K III 8 20 125 1,020 1481 176 杯

今井川越田ー 7 A III 1 1 259 131 102 263 1,991 309 203 杯

今井川越田ー8 F III 6 10 129 180 243 1,392 1,072 63 杯 暗文
今井川越田ー9 N III 11 20 219 2,334 329 116 杯 比企型杯
今井川越田ー10 H III 7 ， 232 209 292 161 1,619 1,100 支脚

今井川越田ー11 F III 6 10 150 153 296 1,921 802 64 支脚

今井川越田ー12 A II ~III 1 1 193 185 179 257 1,155 828 95 支脚

川越田ー13 F III 6 10 122 132 168 1,683 1,601 ミニチュア 6世紀後半

梅沢ー14 I III 7 20 202 177 2,017 1,115 98 支脚 6世紀後半

梅沢ー15 H III 7 ， 137 129 207 730 958 185 手づくね 6世紀後半
福）l[-14 C [II 1 16 198 146 115 2,731 405 杯 6世紀 （八日市迫跡）
福）il-15 I III 7 20 138 91 338 131 145 杯 6世紀（八 日市遺跡）

稲荷前-1 N III 11 20 255 2,167 226 杯一比企型 7CE 
稲荷削 — 2 N III 11 20 185 2,385 401 114 杯一比企型 7CE 
稲荷削 — 3 K III 8 20 114 2,160 292 107 杯一比企型 7CM 
稲荷月IJ-4 N III 11 20 190 199 2,092 342 111 杯一比企型 7CE 
稲荷月IJ-5 E Ill 5 20 218 2,935 316 205 杯一続比企型 7CL~8CE 
稲荷前ー 6 C III-1V 1 16 222 164 83 2,258 412 杯一続比企型 7CL~8CE 
稲荷月TJ-51 L Ill 10 17 226 155 2,223 457 108 碗 8CE 
稲荷前ー52 M II[ 10 19 284 130 288 2,280 350 杯 7CL 
稲荷月rJ-54 L [JJ 10 17 227 154 2,810 274 杯 7CL 
稲荷月rJ-55 K Ill 8 20 162 2,567 411 況； 7CL 
稲荷月rJ-56 p Ill 14 20 226 2,277 396 埒： 7CM 
小敷田ー16 J 8 8 122 186 1,519 882 杯一鬼品

小敷田ー17

゜
12 14 229 96 2,408 368 杯一鬼品

小敷田ー18 p 14 20 2,722 684 杯一鬼高

小敷田ー19 J 8 8 125 185 2,051 2,366 215 175 杯一鬼晶
北島ー13 H 7 ， 228 147 200 78 2,386 588 
北島— 14 H 7 ， 123 109 168 2,527 378 
北島ー15 H 7 ， 121 97 170 1,638 958 
北島ー16 H 7 ， 119 85 160 2,861 482 
村後ー 2 H 7 ， 167 138 224 4,732 1,640 甕

村後ー 3 F 6 10 119 159 177 3,470 646 甕

村後ー 4 H 7 ， 132 llO 197 3,699 2,155 甕

村後— 5 F 6 10 221 287 394 128 1,797 822 158 杯

村後ー 6 H 7 ， 172 118 234 102 2,989 1,454 鉢
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試料—No. タイプ 焼成 組成分類 粘土鉱物および造岩鉱物
備 考

分類 ランク Mo-M1-Hb Mo-Ch, M1-Hb Mont Mica Hb Ch(Fe) Ch(Mg) Qt Pl Crist Mulhte K-fels Halloy Kao! Pyrite Au ガラス

村後ー 7 F 6 10 169 239 256 119 1,716 787 甕

村後ー8 L 10 17 176 104 1,468 2,048 253 均；

村後ー 9 C 1 16 484 312 290 228 1,813 1,030 89 甕

村後ー10 F 6 10 200 249 261 315 2,435 853 甕

村後ー11 p 14 20 1,325 3,025 226 66 坪

村後ー12

゜
12 14 176 98 1,556 645 206 杯

村後— 13 H 7 ， 278 272 528 193 1,963 1,116 218 埒：

村後ー14 F 6 10 37 395 420 210 2,264 575 126 壺

村後ー16 I 7 20 167 116 4,295 1,574 甕

村後ー17 F 6 10 203 223 347 68 2,266 614 杯

村後ー18 H 7 ， 181 158 286 2,457 462 杯

村後ー19 G 6 20 240 273 1,898 560 長甕

村後ー20 H 7 ， 211 236 420 218 2,219 944 甕

村後ー21 H 7 ， 270 254 181 2,288 1,485 長甕

村後ー22 G 6 20 106 170 2,219 971 203 埒；

村後ー23 H 7 ， 251 246 357 73 1,694 490 154 均；

村後ー24 G 6 20 170 185 2,732 647 163 杯

村後ー25 I 7 20 214 133 2,719 754 207 長甕

村後ー26 I 7 20 137 112 2,644 1,508 長甕

古井戸ー 1 p 14 20 1,814 270 

古井戸ー 2 G 6 20 139 173 1,728 521 

古井戸ー3 H 7 ， 204 196 202 1,709 561 

古井戸— 4 I 7 20 103 75 2,360 712 194 

古井戸ー5 I 7 20 153 143 1,956 1,021 

古井戸ー6 F 6 10 247 257 265 70 2,461 2,071 

古井戸ー7 G 6 20 76 154 2,821 2,203 

古井戸ー 8 E 5 20 340 1,405 796 138 

古井戸— 9 H 7 ， 202 186 261 1,907 1,126 149 

古井戸ー10 C 1 16 158 132 130 2,193 478 

古井戸ー11 G 6 20 114 117 2,302 540 

古井戸ー12 I 7 20 228 104 2,717 542 ll8 

古井戸ー13 A 1 1 210 216 106 225 3,378 583 

古井戸ー24 G 6 20 164 165 2,301 506 

古井戸ー25 H 7 ， 176 117 188 2,027 1,038 313 

古井戸ー26 K 8 20 97 2,822 838 182 

古井戸ー27 I 7 20 104 95 2,497 792 193 

古井戸ー28 D 3 1 212 485 215 217 1,968 451 

古井戸ー29 H 7 ， 367 224 218 1,837 410 

古井戸—30 I 7 20 98 88 2,341 586 178 

古井戸ー31 A 1 1 178 123 92 179 3,156 603 165 

古井戸ー32 G 6 20 195 361 2,624 1,230 122 

古井戸ー33 H 7 ， 289 175 227 2,482 576 
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試科—No. タイプ 焼成 組成分類 粘土鉱物および造岩鉱物
備 考分類 ランク Mo-M1-Hb Mo-Ch, M1-Hb Mont Mica Hb Ch(Fe) Ch(Mg) Qt Pl Crist Mullite K-fels Halloy Kao! Pyrite Au ガラス

古井戸ー34 J 8 8 161 157 1,977 539 
古井戸ー35 G 6 20 141 163 2,251 462 
古井戸ー36 H 7 ， 263 147 256 2,665 836 
古井戸ー37 G 6 20 109 129 1,947 543 118 
古井戸ー38 F 6 10 188 199 212 2,060 535 
古井戸ー39 H 7 ， 223 186 267 1,977 642 
古井戸ー40 H 7 ， 200 142 252 2,016 877 118 
古井戸ー41 G 6 20 175 203 2,301 637 
若宮台ー 1 F 6 10 146 148 182 81 1,577 1,284 杯
若宮台ー 2 H 7 ， 146 96 152 1,886 438 167 杯
若宮台ー 3 E 5 20 96 1,457 627 椀
若宮台ー 4 H 7 ， 457 153 288 71 2,028 944 椀
若宮台ー 5 F 6 10 146 207 142 1,672 894 103 杯
若宮台ー6 F 6 10 154 182 208 1,962 1,046 151 杯
若宮台ー 7 I 7 20 158 130 2,865 707 389 杯
若宮台ー 8 F 6 10 148 167 226 1,685 851 128 杯
若宮台ー 9 H 7 ， 223 148 161 2,936 426 杯
若宮台ー10 F 6 10 479 521 518 477 1,247 866 205 杯
若宮台ー11 F 6 10 193 197 216 1,851 1,262 杯

若宮台ー12 p 14 20 1,807 199 杯
若宮台ー13 F 6 10 129 133 155 2,088 1,169 杯
若宮台ー14 I 7 20 105 82 2,966 581 杯

樋詰ー 1 E 5 20 116 1,895 343 
樋詰ー 2 C 1 16 178 131 89 2,453 753 
樋詰ー 3 p 14 20 905 593 194 
樋詰ー 4 I 7 20 106 96 2,739 445 
樋詰ー 5 C 1 16 195 195 167 2,233 1,116 
樋詰ー 6 p 14 20 1,060 581 162 
樋詰ー 7 G 6 20 186 211 2,476 375 

樋詰ー 8 E 5 20 104 2,896 927 

樋ロー 9 G 6 20 167 402 76 2,058 593 
樋詰ー10 F 6 10 179 224 339 98 2,661 998 128 

樋詰ー11 K 8 20 149 1,520 1,262 222 

樋詰ー12 L 10 17 179 134 2,919 523 130 

樋詰ー13 C 1 16 184 144 109 3,062 492 

砂田月IJ-1 C 1 16 169 125 101 3,277 1,051 193 

砂田前-2 B 1 15 192 168 199 2,757 1,112 

砂田 ~IJ - 3 p 14 20 2,224 479 

砂田前ー 4 E 5 20 116 808 400 145 

砂田前ー 5 C 1 16 105 88 71 2,759 593 146 

砂田前ー 6 I 7 20 125 110 2,805 755 150 

砂田前ー 7 I 7 20 132 88 2,331 479 



ー

2

6

7

I

試料—No
タイプ 焼成 組成分類 枯土鉱物および造岩鉱物

備 考
分類 ランク Mo-Mi-Hb Mo-Ch, M1-Hb Mont Mica Hb Ch(Fe) Ch(Mg) Qt Pl Crist Mullite K-fels Halloy Kao! Pyrite Au ガラス

砂田前ー 8 G 6 20 78 84 3,559 506 

砂田 ~I) - 9 I 7 20 98 87 3,551 424 

砂田~JJ -10 K 8 20 142 3,738 449 125 

砂田前ー11 I 7 20 129 102 3,568 570 

砂田前ー12 E 5 20 128 2,944 479 

砂田前ー13 K 8 20 124 1,970 495 

砂田前ー14 I 7 20 128 101 3,095 474 

砂田前ー15 I 7 20 129 97 2,281 450 

砂田前ー16 K 8 20 131 3,076 464 134 

砂田前ー17 I 7 20 134 97 2,560 400 

砂田前ー18 I 7 20 131 105 2,980 421 

砂田前ー19 p 14 20 154 2,463 662 142 

砂田前ー20 F 6 10 143 174 184 130 2,677 613 

新屋敷東ー 1 I 7 20 95 83 2,175 749 309 

新屋敷東ー 2 I 7 20 72 64 2,283 300 180 

新屋敷東ー 3 E 5 20 95 2,471 390 

新届敷東ー 4 N 11 20 170 1,643 1,769 

新屋敷東ー 5 L 10 17 170 113 117 1,186 479 233 

新屋敷東ー 6 p 14 20 1,343 762 249 

新屋敷東ー 7 p 14 20 1,878 1,321 254 

新屋敷東ー 8 I 7 20 112 97 2,131 706 291 

新屋敷東ー 9 E 5 20 151 1,497 617 

新屋敷東ー10 K 8 20 120 1,210 938 232 

新屋敷東ー11 p 14 20 1,753 644 197 

新屋敷東ー12 C 1 16 158 116 100 2,198 715 137 

新屋敷東ー13 E 5 20 63 2,179 908 145 

新屋敷東ー14 E 5 20 llO 1,425 603 181 

新屋敷束ー15 G 6 20 97 llO 1,853 783 

新屋敷束ー16 p 14 20 2,850 344 124 

新屋敷東ー17 I 7 20 119 87 2,792 358 229 

新屋敷束ー18 H 7 ， 152 97 195 1,697 423 

福川ー14 C 1 16 198 146 115 2,731 405 116 杯一土師器

福｝l|ー15 I 7 20 138 91 2,254 338 131 145 杯一土師器

清水上ー 5 H III-lV 7 ， 246 137 240 174 1,685 328 118 細～中粒 支脚

か
半）＿＿
儲
田
函
睾
i



ることになるが、この点については第 1表の右端の備

考に理由を記した。

3 X線回折試験結果

3 -1 タイプ分類

今井川越田遺跡出土の土器の胎土分析は第 1表胎土性

状表に示す通りである。第 1表には今井川越田遺跡の

ほかに関連する遺跡の土器も記載してある。これら関

連する遺跡の土器と今井川越田遺跡の土器の全部で胎

土のタイプ分類を行った。第 2表タイプ分類一覧表（総

合）には全部の土器、第 3表タイプ分類一覧表には今

井川越田遺跡と福川、梅沢遺跡の土器だけを抽出した。

土器胎土は第 2表に示すように、 A~Pの16タイプに

分類された。最も多いHタイプには村後、古井戸、北

島の土器が集中し、 Iタイプには砂田前、古井戸の土

器が集中する。 Fタイプには若宮台、村後の土器、 G

タイプには古井戸の土器、 Eタイプには新屋敷東、 C

タイプには樋詰、砂田前の土器が集中し、各タイプで

特徴力啜忍められる。

今井川越田、福川、梅沢遺跡出土土器は第3表に示す

ように、 A、B、C、F、G、H、I、K、L、N、

〇、 Pの12タイプカ惰曲された。 17個の分析に対して

12タイプの胎土というのは多く、多種にわたることを

意味している。

Aタイプ： Mont、 Mica、Hb、Chの4成分を含む。

今井川越田の杯と支脚。

Bタイプ： Mont、 Mica、Hbの3成分を含み、 Ch

1成分に欠ける。今井川越田の杯。

Cタイプ： Mont、 Mica、Hbの3成分を含み、 Ch

1成分に欠ける。

組成的にはBタイプと同じであるが強度

が異なる。福川の杯。

Fタイプ： Mica、Hb、Chの3成分を含み、 Mont

1成分に欠ける。今井川越田の支脚と暗

文の杯、川越田のミニチュア土器。

Gタイプ： Mica、Hbの2成分を含み、 Mont、 Ch

の2成分に欠ける。今井川越田の杯。

Hタイプ： Mica、Hb、Chの3成分を含み、 Mont、

1成分に欠ける。

疇的にはFタイプと同じであるが強度

が異なる。今井川越田支脚と梅沢の手づ

くね土器。

Iタイプ： Mica、Hbの2成分を含み、 Mont、 Ch

の2成分に欠ける。

組成的にはGタイプと同じであるが強度

が異なる。

梅沢の支脚と福川の杯。

kタイプ： Mica1成分を含み、 Mont、 Hb、Chの

3成分に欠ける。今井川越田の杯。

Lタイプ： Mont、 Micaの2成分を含み、 Hb、Ch

の2成分に欠ける。今井川越田の杯。

Nタイプ： Mont1成分を含み、 Mica、Hb、Chの

3成分に欠ける。今井川越田の杯

0タイプ： Mont、 Hbの2成分を含み、 Mica、Ch

の2成分に欠ける。今井川越田の杯。

Pタイプ： Mont、 Mica、Hb、Chの4成分に欠け

る。主に、 nA1203• mSi02 • IH20（ア

ルミナゲル）で構成される。今井川越田

の杯。

以上のように土器胎土は多種にわたり、土器の種類

も多種にわたると推察された。
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3 -2 石英(Qt)一斜長石 (Pl)の相関について

土器胎土中に含まれる砂の枯土に対する混合比は粘

土の材質、土器の焼成温度と大きな関わりがある。士

器を制作する過程で、ある粘土にある址の砂を混合し

て素地土を作るということは個々の集団カヰ与つ土器制

作上の固有の技術であると考えられる。

自然の状態における各地の砂は固有の石英と斜長石

比を有している。この比は後背地の地質条件によって

各々異なってくるものであり、 言い換えれば、各地の

砂はおのおの固有の石英と斜長石比を有していると言

える。

この固有の比率を有する砂をどの程度粘土中に混入

するかは各々の集団の有する固有の技術の一端と考え

られる。第 5図Qt-Pl図には今井川越田遺跡出土の

上器と周辺の遺跡から出土した土器を記載してある。

第6図には今井川越田遺跡出上の上器と川越田、梅沢、

福川の各遺跡から出上した土器を記載してある。

第5図で明らかな様に、土器は I~XVIの16グルー

プと‘‘その低に分類された。

Iグループ ：今井川越田の杯が集中する。

IIグループ：今井川越田の支脚が集中し、若宮台と

新屋敷の土器が共存する。

IIIグループ：新屋敷東と古井戸、若宮台の土器で構

成される。

IVグループ：今井川越田の杯と清水上の支脚、樋詰、

古井戸、若宮台の土器が混在する。

Vグループ ：今井川越田の支脚と村後、新屋敷東の

土器が混在。

VIグループ ：古井戸の土器が集中し、樋詰、村後、

砂田前の土器が混在する。
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今井川越田遺跡

VIIグループ ：古井戸、若宮台、村後の上器が集中し、

樋詰、梅沢、新屋敷東の土器が混在す

る。

VIIIグループ：新屋敷東の土器だけで構成される。

IXグループ：古井戸、村後、砂田前の土器が集中し、

北島と樋詰の土器が混在する。

Xグループ ：今井川越田の杯が集中し、稲荷前の比

企型杯も集中する。

小敷田、新屋敷東、北島、砂田前の土

器が混在する。

XIグループ：村後の土器だけで構成される。

XIIグループ：砂田前、古井戸、村後の土器が共存し、

樋詰と若宮台の土器が混在する。

XlIIグループ：砂田前、稲荷前、新屋敷東、樋詰の士

器が共存し、北島、福川、若宮台の土

器が混在する。

XIVグループ ：砂田前の土器が集中し、古井戸と村後

の上器が混在する。

XVグループ：村後の土器だけで構成される。

，，その他，，：斜長石の強度が高い領域に村後、古井

戸等の土器が分散して分布する。今井

川越田一13のミニチュア土器も斜長

石の強度が高い領域にあり、異質であ

る。梅沢ー15の手づくね土器と福川一

15の杯は石英の強度が低い領域にあり

異質である。

以上のような土器の全体の傾向力哺忍められた。



今井川越田の土器は第 6図に示すように、 I、II、X 4
 

まとめ

の3グループに集中する。 Xグループは比企型杯が集

中するグループで、

グループに入る。 Iグループには今井川越田の杯、 II

グループには今井川越田の支脚が集中する。

今井川越田一13のミニチュア土器、梅沢、福川の土

器は分散し、

今井川越田一 9の比企型杯もこの

どのグループにも入らないものがある。

第6図で明らかな様に、今井川越田と梅沢、福川の土

器は分散しており、土器の胎土のタイプと同じ傾向を

示す。

1)今回分析した今井川越田、梅沢、福川の各遺跡

出土土器と周辺遺跡出土土器とあわせ、

行った。全体ではA~Pの16タイプに分類された。今

井川越田、梅沢、福川の各遺跡出土の土器は 17個の

分析に対してA、

N、0、

B、C、F、G、H、

タイプ分類を

I、K、L、

Pの12タイプに分類された。 17個に対して12

タイプということは多種の胎土を意味し、多種の土器

を意味している。
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第 2表 タイプ分類一覧表

|
2
7
1
1
 

試料—No
タイプ

備 考
分類

今井川越田ー7 A 杯

今井川越田ー12 A 支脚

古井戸ー13 A 

古井戸ー31 A 

今井川越田ー5 B 況；

砂田前ー2 B 

福川ー14 C 杯

稲荷前ー6 C 杯一続比企型

村後ー9 C 甕

古井戸ー10 C 

樋詰ー2 C 

樋詰ー5 C 

樋詰ー13 C 

砂田前ーl C 

砂田前ー5 C 

新屋敷東ー12 C 

福川ー14 C 杯一土師器

古井戸ー28 D 

稲荷前ー5 E 杯一続比企型

古井戸ー8 E 

若宮第一3 E 椀

樋詰ーl E 

樋詰ー 8 E 

砂田前ー4 E 

砂田前ー12 E 

新屋敷東ー3 E 

新屋敷東ー 9 E 

新屋敷東ー13 E 

新屋敷東ー14 E 

今井川越田ー 8 F 杯

今井川越田—11 F 支脚

川越田ー13 F ミニチュア

試料—No
タイプ

備 考
分類

村後ー3 F 甕

村後— 5 F 杯

村後ー7 F 甕

村後ー10 F 甕

村後ー14 F 壺

村後ー17 F j:不

古井戸ー 6 F 

古井戸ー38 F 

若宮台ー1 F 昇；

若宮台ー5 F 杯

若宮台ー6 F 杯

若宮台ー8 F 杯

若宮台ー10 F 杯

若宮台ー11 F 杯

若宮台ー13 F 杯

樋詰ー10 F 

砂田前ー20 F 

今井川越田ー2 G 杯

村後ー19 G 長甕

村後ー22 G 杯

村後ー24 G 杯

古井戸ー 2 G 

古井戸ー 7 G 

古井戸ー11 G 

古井戸ー24 G 

古井戸ー32 G 

古井戸ー35 G 

古井戸ー37 G 

古井戸ー41 G 

樋詰ー 7 G 

樋詰ー 9 G 

砂田前ー 8 G 

試料—No
タイプ

備 考
分類

新屋敷東ー15 G 

今井川越田-10 H 支脚

梅沢ー15 H 手づ くね

北島ー13 H 

北島ー14 H 

北島ー15 H 

北島ー16 H 

村後ー2 H 甕

村後ー 4 H 甕

村後-6 H 鉢

村後ー13 H 杯

村後ー18 H 況；

村後ー20 H 甕 ＿

村後ー21 H 長甕

村後ー23 H 杯

古井戸ー 3 H 

古井戸-9 H 

古井戸ー25 H 

古井戸ー29 H 

古井戸ー33 H 

古井戸ー36 H 

古井戸ー39 H 

古井戸ー40 H 

若宮台ー2 H 均；

若宮台ー4 H 椀

若宮台ー9 H 杯

新屋敷東ー18 H 

清水上— 5 H 支脚

福川ー15 I 杯

梅沢ー14 I 支脚

村後ー16 I 甕

村後ー25 I 長甕

試料—No
タイプ

備 考
分類

村後—26 I 長甕

古井戸ー 4 I 

古井戸ー 5 I 

古井戸-12 I 

古井戸ー27 I 

古井戸ー30 I 

若宮台ー 7 I 杯

若宮台ー14 I 杯

樋詰ー 4 I 

砂田前ー6 I 

砂田前ー7 I 

砂田前ー9 I 

砂田前ー11 I 

砂田前ー14 I 

砂田前ー15 I 

砂田前ー17 I 

砂田前ー18 I 

新屋敷東ー 1 I 

新屋敷東ー2 I 

新屋敷東ー8 I 

新屋敷東ー17 I 

福川ー15 I 杯一土師器

小敷田ー16 J 江一鬼高

小敷田ー19 J 坑一鬼高

古井戸ー34 J 

今井川越田ー6 K 杯

稲荷前ー3 K 杯一比企型

稲荷前ー55 K 杯

古井戸ー26 K 

樋詰ー11 K 

砂田前ー10 K 

砂田前ー13 K 

試料—No
タイプ

備 考
分類

砂田前ー16 K 

新屋敷東ー10 K 

今井川越田ーl L 況；

稲荷前ー51 L 碗

稲荷前ー54 L 均：

村後ー8 L j:不

樋詰―12 L 

新屋敷東ー5 L 

稲荷前ー52 M 杯

今井川越田ー9 N 杯

稲荷前ー 1 N 杯一比企型

稲荷前ー2 N 士不一比企型

稲荷前ー4 N 杯一比企型

新屋敷東ー4 N 

今井川越田ー4

゜
均；

小敷田ー17

゜
杯一鬼高

村後ー12

゜
杯

今井川越田ー 3 p 杯

稲荷前ー56 p 杯

小敷田ー18 p 杯一鬼高

村後ー11 p 況：

古井戸ー l p 

若宮台ー12 p 均；

樋詰ー 3 p 

樋詰ー 6 p 

砂田前ー3 p 

砂田前ー19 p 

新屋敷東ー 6 p 

新屋敷東ー7 p 

新屋敷東ー11 p 

新屋敷東ー16 p 

吟
壮
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第3表 タイプ分類一覧表（今井川越田）

試料 No タイプ
備考

分類

今井川越田ー1 L 杯

今井川越田ー2 G 杯

今井川越田ー3 p 杯

今井川越田ー4

゜
杯

今井川越田ー5 B 杯

今井川越田ー6 K 均；

今井川越田ー7 A 況；

今井川越田ー8 F 杯 暗文

今井川越田ー9 N 江 比企型杯

今井川越田ー10 H 支脚

今井川越田ー11 F 支脚

今井川越田ー12 A 支脚

川越田ー13 F ミニチュア

梅沢ー14 I 支脚

梅沢ー15 H 手づくね

福川ー14 C 杯 6世紀（八日市迫跡）

福川ー15 I 況： 6世紀（八日市迫跡）

2) 電子顕微鏡によるガラスの分析では中粒のガラ

スが生成した焼成ランクIIIのものがほとんどである。

今井川越田一3は粗粒のガラスが生成し、焼成ランク

はI~IIと高い。今井川越田一12は中～粗粒のガラス

第7表 胎土分析遺物実測図

今井川越田遺跡

一 こ 2

SJ42・19 SJ 42・16

` 4 一s」42-20 SJ42-18 

三 7 
SJ4-19 

｀ 
SJ 79 -1 9 

SJ 19 • 42 SJ 6 9 • 2 1 

が生成し、焼成ランクはII~IIIと幾分高い。

3) Qt（石英）とPl（斜長石）の相関では周辺の遺

跡の上器とあわせた第 5図に示すように I~XVの1

5グループと‘その他¥,に分類された。

各グループには特定の遺跡の土器が集中し、 他の遺

跡の土器と共存し、特徴が現われている。

稲荷前遺跡の比企型杯が集中するXグループに今井

川越田の土器も集中し、今井川越田の土器のなかの比

企型杯もこのなかに含まれている。

Iグループには今井川越田の杯、 IIグループには今

井川越田の支脚が集中する。

今井川越田13のミ ニチュア土器は斜長石の強度が

高く異質である。梅沢と福川の土器と支脚は分散し、

特に梅沢ー15と福川ー15はQt（石英）の強度が低く、

異質である。

川越田遺跡

こ 3
SJ42・15 □13 

ここ
SJ 4 2• 22 

梅沢遺跡

豆 ニ W 14 

SJ 88-15 9 
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